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公益社団法人 鹿児島県老人保健施設協会

「 冠 雪 桜 島 」　 祝迫 正豊 ※相談窓口となるお住まいの市町村及び地域包括支援センターについては、県ホームページにも掲載しています。

高齢者虐待の防止・早期発見のために
地域で支え合いましょう。

高齢者虐待防止　鹿児島

『虐待かもしれない…？』と思ったら！

迷わずご相談ください。
※市町村や地域包括支援センターの職員には、守秘義務が課されています。

地域や介護事業所の方

お住まいの または に市役所・
町村役場

地域包括
支援センター

虐待が起きる要因は
様々です。
介護する側・される側

双方の不安や悩みを理解する
ことが大切です。

ご近所に気になる
高齢者や介護をして
いる家族がいたら、ち

ょっとした声かけをお願いしま
す。

困りごとを抱えてい
る高齢者や家族が
いたら、地域包括支

援センター等への相談を勧めま
しょう。

理 解 見守り 相 談

認知症に関する相談
［公益社団法人認知症の人と家族の会鹿児島県支部］
（相談日／月～金10:00～16:00）※祝日、年末年始は除きます。

TEL.099-257-3887　　TEL.099-251-4010（若年性認知症相談窓口）
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INDEX　
私
ど
も
が
仕
事
と
し
て
い
る
会

計
業
界
で
、
人
口
に
膾
炙
す
る
教

訓
に
『
担
雪
埋
井
』
が
あ
り
ま
す
。

顧
問
先
の
お
客
様
に
日
々
寄
り
添

い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
く
れ
て
い

る
職
員
を
、
励
ま
す
言
葉
と
し
て

使
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
無
理
だ

と
分
か
っ
て
い
て
も
、
諦
め
ず
に

繰
り
返
し
続
け
る
こ
と
の
尊
さ
を

説
く
言
葉
で
す
。
こ
の
お
客
様
に

寄
り
添
う
思
い
は
、
介
護
施
設
で

働
く
皆
さ
ん
が
、『
一
人
一
人
に
寄

り
添
っ
た
介
護
を
し
た
い
』
と
い

う
願
い
と
共
通
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
人
手
不
足
や

財
源
問
題
な
ど
で
、
寄
り
添
う
こ

と
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
て
、
い

ま
や
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
先
細
り
を
食
い
止

め
る
対
策
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
喫
緊
の
時
が
す
で
に
来
て
い

ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
要
介

護
者
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
２
０

４
０
年
に
は
、
介
護
職
員
数
２
７

２
万
人
が
必
要
と
さ
れ
て
い
て
、

不
足
が
57
万
人
で
こ
の
ま
ま
で
は

ケ
ア
を
受
け
ら
れ
な
い
『
介
護
難

民
』
が
、
大
量
に
生
ま
れ
か
ね
な

い
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
公
定
価
格
の
た
め
、

人
件
費
の
引
き
上
げ
余
力
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
事
業
者
側
の
経

営
基
盤
を
強
め
る
努
力
が
、
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
事
業
者
の
経
営

安
定
と
介
護
の
担
い
手
の
確
保
が
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
生
命
線
と
な
っ

て
い
て
、
持
続
可
能
性
を
高
め
る

た
め
に
は
、
官
民
協
力
し
て
知
恵

を
絞
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
仕
事
と
し
て
介
護
施
設
関
連
の

決
算
書
の
内
容
を
、
日
常
的
に
目

を
通
し
て
い
ま
す
。
そ
の
年
の
収

支
の
状
況
を
表
す
損
益
計
算
書
に
、

数
年
前
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
異
常
に
巨
額
な
数
字
が
出
現
し

て
い
て
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
材
不
足
を
補
う
た
め
に
、
人
材

紹
介
会
社
に
支
払
う
手
数
料
で
す
。

新
入
職
者
の
４
人
に
１
人
が
人
材

紹
介
会
社
で
入
職
し
て
い
て
、
半

年
以
内
に
退
職
す
る
割
合
が
、
６

割
を
超
え
る
ほ
ど
に
無
駄
な
手
数

料
で
す
。
人
材
紹
介
手
数
料
が
収

益
に
占
め
る
割
合
は
介
護
収
入
の

１
％
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
て
、

利
益
率
が
数
％
し
か
な
い
介
護
施

設
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
、
利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
の
で

す
。

　
ど
こ
の
業
界
で
も
人
材
不
足
を

嘆
く
な
か
で
、
介
護
人
材
の
採
用

環
境
が
厳
し
い
の
は
当
た
り
前
で
、

限
ら
れ
た
人
員
体
制
で
介
護
ニ
ー

ズ
に
対
す
る
た
め
に
は
、
業
務
の

効
率
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
が

避
け
ら
れ
な
い
と
い
え
ま
す
。
２

０
２
４
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
主

要
テ
ー
マ
の
１
つ
は
、『
介
護
現
場

の
生
産
性
向
上
』
で
し
た
。
２
０

２
４
年
は
『
生
産
性
向
上
元
年
』

の
年
と
な
り
ま
し
た
。
I
C
T（
情

報
通
信
技
術
）
導
入
に
よ
る
業
務

改
善
で
捻
出
し
た
時
間
を
働
き
や

す
い
職
場
の
創
出
、
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
な
ど
介
護
人

材
の
確
保
、
定
着
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
科
学
的
知
識
や
工
学
的
技
術
）
の

力
を
借
り
て
生
産
性
を
上
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
、
一
人
一
人
に
寄
り

添
う
介
護
は
で
き
な
い
の
が
現
実

で
す
。
人
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
協

調
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
ケ
ア

の
提
供
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
介
護
事
業
に
携
わ
る
経
営
者

は
、
自
助
努
力
に
よ
っ
て
生
産
性

を
高
め
経
営
の
改
善
に
努
め
る
こ

と
が
、
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
に
行
わ
れ
た
鹿
児
島
県
老

健
大
会
の
研
究
発
表
会
で
、
若
い

皆
さ
ん
の
熱
の
こ
も
っ
た
研
究
発

表
を
聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

発
表
者
を
中
心
に
各
事
業
所
が
、

皆
さ
ん
多
忙
の
中
で
、
多
岐
に
わ

た
る
テ
ー
マ
を
深
く
掘
り
下
げ
た

研
究
発
表
に
、
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
な
か
で
も
情
報
通
信
技
術
導

入
に
よ
っ
て
、
業
務
改
善
が
で
き

た
こ
と
が
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
で

成
果
を
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
体
験
さ
れ
た
成
功
体
験

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
各
事
業
所
で
、

共
有
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

担
雪
埋
井

担
雪
埋
井

上
川
路

　長
生

鹿
児
島
県
老
人
保
健
施
設
協
会 

監
事

か
い 

し
ゃ

た
ん 

せ
つ 

ま
い 

せ
い

（
担
雪
埋
井
）
雪
を
担
い
で
井
戸
を
埋
め
る
こ
と
。

中
国
の
唐
の
時
代
の
思
想
で
、
日
本
に
は
禅
宗
を

通
じ
て
伝
捶
し
ま
し
た
。
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れ
ば
、
一
人
一
人
に
寄
り

添
う
介
護
は
で
き
な
い
の
が
現
実

で
す
。
人
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
協

調
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
ケ
ア

の
提
供
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
介
護
事
業
に
携
わ
る
経
営
者

は
、
自
助
努
力
に
よ
っ
て
生
産
性

を
高
め
経
営
の
改
善
に
努
め
る
こ

と
が
、
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
に
行
わ
れ
た
鹿
児
島
県
老

健
大
会
の
研
究
発
表
会
で
、
若
い

皆
さ
ん
の
熱
の
こ
も
っ
た
研
究
発

表
を
聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

発
表
者
を
中
心
に
各
事
業
所
が
、

皆
さ
ん
多
忙
の
中
で
、
多
岐
に
わ

た
る
テ
ー
マ
を
深
く
掘
り
下
げ
た

研
究
発
表
に
、
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
な
か
で
も
情
報
通
信
技
術
導

入
に
よ
っ
て
、
業
務
改
善
が
で
き

た
こ
と
が
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
で

成
果
を
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
体
験
さ
れ
た
成
功
体
験

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
各
事
業
所
で
、

共
有
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

担
雪
埋
井

担
雪
埋
井

上
川
路

　長
生

鹿
児
島
県
老
人
保
健
施
設
協
会 

監
事

か
い 
し
ゃ

た
ん 

せ
つ 

ま
い 

せ
い

（
担
雪
埋
井
）
雪
を
担
い
で
井
戸
を
埋
め
る
こ
と
。

中
国
の
唐
の
時
代
の
思
想
で
、
日
本
に
は
禅
宗
を

通
じ
て
伝
捶
し
ま
し
た
。
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第29回鹿児島県老人保健施設大会

　
初
日
は
、
福
祉
系
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
ｒ「
福
祉
の
福
ち
ゃ
ん
」
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
福
井
寛
之
氏
が
「
折
れ

な
い
心
・
心
地
良
い
チ
ー
ム
の
作
り

方
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
。
心
地
良
い

職
場
づ
く
り
に
は
、
人
の
話
を
最
後

ま
で
「
聴
く
力
」
な
ど
が
必
要
だ
と

強
調
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
編
集
委
員
・
米
森
）

ハイブリッド方式で開かれた鹿児島県老人保健施設大会

　
第
29
回
鹿
児
島
県
老
人
保
健
施
設

大
会
は
２
月
18
、
19
の
両
日
、
鹿
児

島
市
の
県
医
師
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
大
会
テ
ー
マ
は
「
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
　

Ｎ
O
Ｗ（
じ
ゃ
っ
ど
な
〜
）Ｉ
Ｃ
Ｔ
と

Ｄ
Ｘ
で
繋
（
つ
な
）
げ
る
笑
顔
と
安

心
」。
各
施
設
が
、
情
報
通
信
技
術

や
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
を
活
用
し

て
、
人
手
不
足
や
職
場
環
境
の
改
善

を
目
指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
県
老
健
の
前
原
く
る

み
理
事
が
「
多
く
の
施
設
が
ス
タ
ッ

フ
不
足
に
悩
ん
で
お
り
、
協
会
と
し

て
も
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
ま
た
全
国
老
健
大
会
が

令
和
９
年
に
鹿
児
島
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
こ
と
も
報
告
。「
み
な

さ
ん
に
負
担
を
か
け
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
鹿
児
島
大
会
を
成
功
さ
せ
て

老
健
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
大
会
は
会
場
参
加
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
方
式
で
開
催
。「
リ
ハ
ビ
リ
・
認
知

症
」「
全
般
的
な
ケ
ア
」「
食
事
・
栄
養
・

口
腔
・
安
全
管
理
・
運
営
管
理
」「
医

療
・
介
護
・
在
宅
復
帰
・
支
援
」
の

４
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
２
日
間
あ
り
、
延

べ
22
施
設
が
報
告
し
ま
し
た
。

開会のあいさつをする前原くるみ理事特別講演で話をするＹｏｕＴｕｂｅｒ
「福祉の福ちゃん」の福井寛之氏

福祉用具やロボットなどの展示も 今回は Zoom で発表する施設も

ＪＵＳＴ  ＮOＷ（じゃっどな～）
　　ＩＣＴとＤＸで繋げる笑顔と安心

４セッション　日ごろの取り組み発表　延べ22施設

Roken 　Report

2



第29回鹿児島県老人保健施設大会

　
初
日
は
、
福
祉
系
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
ｒ「
福
祉
の
福
ち
ゃ
ん
」
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
福
井
寛
之
氏
が
「
折
れ

な
い
心
・
心
地
良
い
チ
ー
ム
の
作
り

方
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
。
心
地
良
い

職
場
づ
く
り
に
は
、
人
の
話
を
最
後

ま
で
「
聴
く
力
」
な
ど
が
必
要
だ
と

強
調
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
編
集
委
員
・
米
森
）

ハイブリッド方式で開かれた鹿児島県老人保健施設大会

　
第
29
回
鹿
児
島
県
老
人
保
健
施
設

大
会
は
２
月
18
、
19
の
両
日
、
鹿
児

島
市
の
県
医
師
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
大
会
テ
ー
マ
は
「
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
　

Ｎ
O
Ｗ（
じ
ゃ
っ
ど
な
〜
）Ｉ
Ｃ
Ｔ
と

Ｄ
Ｘ
で
繋
（
つ
な
）
げ
る
笑
顔
と
安

心
」。
各
施
設
が
、
情
報
通
信
技
術

や
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
を
活
用
し

て
、
人
手
不
足
や
職
場
環
境
の
改
善

を
目
指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
県
老
健
の
前
原
く
る

み
理
事
が
「
多
く
の
施
設
が
ス
タ
ッ

フ
不
足
に
悩
ん
で
お
り
、
協
会
と
し

て
も
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
ま
た
全
国
老
健
大
会
が

令
和
９
年
に
鹿
児
島
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
こ
と
も
報
告
。「
み
な

さ
ん
に
負
担
を
か
け
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
鹿
児
島
大
会
を
成
功
さ
せ
て

老
健
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
大
会
は
会
場
参
加
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
方
式
で
開
催
。「
リ
ハ
ビ
リ
・
認
知

症
」「
全
般
的
な
ケ
ア
」「
食
事
・
栄
養
・

口
腔
・
安
全
管
理
・
運
営
管
理
」「
医

療
・
介
護
・
在
宅
復
帰
・
支
援
」
の

４
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
２
日
間
あ
り
、
延

べ
22
施
設
が
報
告
し
ま
し
た
。

開会のあいさつをする前原くるみ理事特別講演で話をするＹｏｕＴｕｂｅｒ
「福祉の福ちゃん」の福井寛之氏

福祉用具やロボットなどの展示も 今回は Zoom で発表する施設も

ＪＵＳＴ  ＮOＷ（じゃっどな～）
　　ＩＣＴとＤＸで繋げる笑顔と安心

４セッション　日ごろの取り組み発表　延べ22施設

Roken 　Report

3



＜質問内容と結果＞

②現在、自己啓発に取り組んでいるか？

3名

2名

2名

3名

他施設経験あり

自施設のみ
（ｎ＝10）

活動中 活動無し

①過去、自己啓発に取り組んだことがあるか？

4名

3名

1名

2名

他施設経験あり
自施設のみ

（ｎ＝10）

活動あり 活動無し

④生涯継続して学習する必要があるか？

5名

2名 3名

他施設経験あり

自施設のみ
（ｎ＝10）

とても思う やや思う どちらとも言えない

③今後、自己啓発の予定があるか？

⑤将来のビジョンはあるか？
自施設のみ –ビジョン なし：5名 他施設経験あり –ビジョン あり：5名

5名

1名 4名

他施設経験あり

自施設のみ

あり なし

（ｎ＝10）

＜結論＞
勤務経験が自施設のみの介護福祉士より他施設経験がある介護福祉士

の方が自己啓発活動を行っており、生涯学習に対する意識も高かった。

今後の課題

①自己啓発・生涯学習の必要性を伝える
②キャリア形成と生涯学習の支援策を検討する
③自施設のみの介護福祉士と他施設経験がある介護福祉士の
 配置を調整する（相互啓発を推奨し、学習意識を醸成する）

④施設外研修への参加を促す
⑤目標管理の状況やラダー制度の活用状況等、確認・助言する
⑥主体性を養う方法を模索する

介
護
老
人
保
健
施
設

　コ
ス
モ
ス
苑
（
垂
水
市
）

　介
護
福
祉
士

　川
尻

　祐
介

介
護
福
祉
士
の
自
己
啓
発
の
実
態

究
め
る

研
く

よ
り
よ
い
介
護
を
目
ざ
し
日
々
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
る
各
施
設
・
各
職
種
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
と
努
力
の
経
過
や
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

が
、
過
去
・
現
在
の
自
己
啓
発
活
動
は

少
な
く
、
生
涯
学
習
に
対
す
る
意
識
も

低
か
っ
た
。
一
方
、
他
施
設
で
の
勤
務

経
験
が
あ
る
介
護
福
祉
士
の
多
く
は
、

過
去
・
現
在
と
も
に
自
己
啓
発
活
動
に

取
り
組
み
、
生
涯
学
習
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
て
い
た
。

【
考
察
】

　
自
施
設
の
み
の
介
護
福
祉
士
は
日
々

の
介
護
実
践
を
自
己
学
習
の
機
会
と
し

て
い
る
。
現
状
で
も
業
務
に
支
障
は
な

い
た
め
自
己
啓
発
に
意
識
が
向
か
な

い
。
当
施
設
の
全
て
の
部
署
で
勤
務
経

験
が
あ
る
た
め
気
持
ち
に
余
裕
は
あ
る

が
、
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
て
い
る
等

が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
他
施
設
で
の

経
験
が
あ
る
介
護
福
祉
士
は
職
場
を
入

退
職
す
る
こ
と
で
、
そ
の
時
々
の
介
護
・

福
祉
事
情
や
介
護
福
祉
士
の
現
状
、
役

割
や
専
門
性
等
を
再
認
識
し
て
い
た
。

多
様
な
価
値
観
や
年
代
の
人
と
関
わ
る

機
会
を
よ
り
多
く
得
て
い
た
。
ま
た
自

施
設
で
は
未
経
験
の
部
署
も
あ
り
、
適

度
な
緊
張
感
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
が
自
己
啓
発
や
生
涯
学
習
を
当

然
の
こ
と
と
し
て
認
識
す
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
課

題
は

①
自
己
啓
発
・
生
涯
学
習
の
必
要
性
を

伝
え
る

②
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
生
涯
学
習
の
支
援

策
を
検
討
す
る

③
自
施
設
の
み
の
介
護
福
祉
士
と
他
施

設
経
験
が
あ
る
介
護
福
祉
士
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
配
置
す
る

④
施
設
外
研
修
へ
の
参
加
を
促
す

⑤
目
標
管
理
の
状
況
や
ラ
ダ
ー
制
度
の

活
用
状
況
等
を
確
認
し
助
言
す
る

⑥
主
体
性
を
養
う
方
法
を
模
索
す
る

等
で
あ
る
。

【
は
じ
め
に
】
　
　

　
世
界
に
類
を
み
な
い
速
度
で
人
口
の

高
齢
化
が
進
む
日
本
。
医
療
の
進
展
と

と
も
に
介
護
・
福
祉
分
野
の
充
実
も
進

む
中
、
介
護
福
祉
士
の
役
割
は
益
々
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
分
野
に
携
わ
る
専
門
職

に
は
柔
軟
な
姿
勢
と
質
の
高
い
技
術
・

能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
介
護
福
祉
士
に

つ
い
て
は
、
介
護
福
祉
士
法
や
日
本
介

護
福
祉
士
会
の
倫
理
基
準
の
な
か
で
、

専
門
職
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
と
、
専
門

知
識
や
技
術
の
研
鑽
に
励
む
こ
と
の
必

要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
自
施
設
の
介
護

福
祉
士
の
中
に
は
根
拠
に
乏
し
い
発
言

が
あ
っ
た
り
、
看
護
師
や
療
法
士
に
安

易
に
意
見
を
求
め
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が

幾
ら
か
あ
っ
た
。
ま
た
他
職
種
と
比
べ

る
と
施
設
外
研
修
へ
の
参
加
率
も
低

く
、
こ
れ
ら
の
原
因
追
求
が
不
可
欠
で

あ
る
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
今
回
、
自
施

設
に
勤
務
す
る
介
護
福
祉
士
の
自
己
啓

発
に
関
す
る
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
今

後
の
課
題
を
明
確
に
し
た
い
と
考
え

た
。

【
目
的
】

　
介
護
福
祉
士
の
自
己
啓
発
の
程
度
や

生
涯
学
習
の
意
識
等
を
明
ら
か
に
し
、

今
後
の
課
題
を
明
確
に
す
る
。

【
研
究
方
法
】

１ 

研
究
デ
ザ
イ
ン
＝
質
的
帰
納
的
研

究
２ 

対
象
者
＝
自
施
設
に
勤
務
す
る
介

護
福
祉
士
10
名
　

３ 

研
究
期
間
＝
２
０
２
３
年
４
月
１

日
〜
１
月
31
日
（
デ
ー
タ
収
集
期

間
＝
２
０
２
３
年
10
月
11
日
〜
12

月
15
日
）

４ 

デ
ー
タ
収
集
方
法
＝
半
構
造
化
面

接
・
ク
ロ
ス
集
計

　 

⑴
自
作
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ガ
イ
ド

（
①
現
在
、
自
己
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
②
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

あ
る
③
生
涯
学
習
は
必
要
か
④
将

来
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
か
等
）
を

も
と
に
面
接
を
行
い
、
内
容
を
精

密
に
記
録
し
た
。
そ
の
後
逐
語
録

か
ら
共
通
項
を
見
つ
け
出
し
ク
ロ

ス
集
計
を
行
い
、
そ
の
状
況
に
至

る
原
因
を
推
測
し
た
。

５
　
倫
理
的
配
慮

　
　
本
研
究
の
目
的
と
方
法
を
口
頭
で

説
明
し
た
あ
と
、
研
究
へ
の
参
加

は
自
由
で
あ
る
こ
と
、
質
問
に
は

無
理
に
答
え
な
く
て
も
よ
い
こ
と
、

途
中
で
辞
退
し
て
も
不
利
益
を
被

る
こ
と
が
な
い
こ
と
等
を
伝
え
た
。

ま
た
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
デ
ー
タ
も
研
究
以
外
の
目

的
で
使
用
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と

等
を
口
頭
で
確
約
し
た
。

【
結
果
】　
　
　
　
　

　
対
象
者
10
名
の
面
接
結
果
か
ら
、
勤

務
経
験
が
自
施
設
の
み
で
全
部
署
異
動

経
験
が
あ
る
介
護
福
祉
士
と
、
他
施
設

で
の
経
験
が
あ
り
自
施
設
で
の
異
動
経

験
が
少
な
い
介
護
福
祉
士
の
間
で
、
自

己
啓
発
や
生
涯
学
習
に
対
す
る
意
識
に

差
が
あ
っ
た
。
自
施
設
の
み
の
介
護
福

祉
士
は
全
部
署
で
職
に
携
わ
っ
て
い
た

自施設のみ（他施設経験なし）：5名 他施設経験あり：5名

性別
男性：１名
女性：４名

男性：３名
女性：２名

年齢 ３０代前半～５０代前半 ４０代前半～５０代前半

経験年数
平均：約１７．２年
（約１３ ～ ２６年）

平均：約１４．４年
（約 ７ ～ ２０年）

異動経験
（自施設内）

４部署全て経験：５名
異動経験なし ：３名
２～３部署経験 ：２名

面接時間
平均：１０分２５秒

（２分２２秒～１６分３１秒）
平均：１９分２８秒

（６分５０秒～２８分１０秒）

＜研究対象者10名の概要＞
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＜質問内容と結果＞

②現在、自己啓発に取り組んでいるか？

3名

2名

2名

3名

他施設経験あり

自施設のみ
（ｎ＝10）

活動中 活動無し

①過去、自己啓発に取り組んだことがあるか？

4名

3名

1名

2名

他施設経験あり
自施設のみ

（ｎ＝10）

活動あり 活動無し

④生涯継続して学習する必要があるか？

5名

2名 3名

他施設経験あり

自施設のみ
（ｎ＝10）

とても思う やや思う どちらとも言えない

③今後、自己啓発の予定があるか？

⑤将来のビジョンはあるか？
自施設のみ –ビジョン なし：5名 他施設経験あり –ビジョン あり：5名

5名

1名 4名

他施設経験あり

自施設のみ

あり なし

（ｎ＝10）

＜結論＞
勤務経験が自施設のみの介護福祉士より他施設経験がある介護福祉士

の方が自己啓発活動を行っており、生涯学習に対する意識も高かった。

今後の課題

①自己啓発・生涯学習の必要性を伝える
②キャリア形成と生涯学習の支援策を検討する
③自施設のみの介護福祉士と他施設経験がある介護福祉士の
 配置を調整する（相互啓発を推奨し、学習意識を醸成する）

④施設外研修への参加を促す
⑤目標管理の状況やラダー制度の活用状況等、確認・助言する
⑥主体性を養う方法を模索する

介
護
老
人
保
健
施
設

　コ
ス
モ
ス
苑
（
垂
水
市
）

　介
護
福
祉
士

　川
尻

　祐
介

介
護
福
祉
士
の
自
己
啓
発
の
実
態

究
め
る

研
く

よ
り
よ
い
介
護
を
目
ざ
し
日
々
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
る
各
施
設
・
各
職
種
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
と
努
力
の
経
過
や
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

が
、
過
去
・
現
在
の
自
己
啓
発
活
動
は

少
な
く
、
生
涯
学
習
に
対
す
る
意
識
も

低
か
っ
た
。
一
方
、
他
施
設
で
の
勤
務

経
験
が
あ
る
介
護
福
祉
士
の
多
く
は
、

過
去
・
現
在
と
も
に
自
己
啓
発
活
動
に

取
り
組
み
、
生
涯
学
習
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
て
い
た
。

【
考
察
】

　
自
施
設
の
み
の
介
護
福
祉
士
は
日
々

の
介
護
実
践
を
自
己
学
習
の
機
会
と
し

て
い
る
。
現
状
で
も
業
務
に
支
障
は
な

い
た
め
自
己
啓
発
に
意
識
が
向
か
な

い
。
当
施
設
の
全
て
の
部
署
で
勤
務
経

験
が
あ
る
た
め
気
持
ち
に
余
裕
は
あ
る

が
、
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
て
い
る
等

が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
他
施
設
で
の

経
験
が
あ
る
介
護
福
祉
士
は
職
場
を
入

退
職
す
る
こ
と
で
、
そ
の
時
々
の
介
護
・

福
祉
事
情
や
介
護
福
祉
士
の
現
状
、
役

割
や
専
門
性
等
を
再
認
識
し
て
い
た
。

多
様
な
価
値
観
や
年
代
の
人
と
関
わ
る

機
会
を
よ
り
多
く
得
て
い
た
。
ま
た
自

施
設
で
は
未
経
験
の
部
署
も
あ
り
、
適

度
な
緊
張
感
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
が
自
己
啓
発
や
生
涯
学
習
を
当

然
の
こ
と
と
し
て
認
識
す
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
課

題
は

①
自
己
啓
発
・
生
涯
学
習
の
必
要
性
を

伝
え
る

②
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
生
涯
学
習
の
支
援

策
を
検
討
す
る

③
自
施
設
の
み
の
介
護
福
祉
士
と
他
施

設
経
験
が
あ
る
介
護
福
祉
士
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
配
置
す
る

④
施
設
外
研
修
へ
の
参
加
を
促
す

⑤
目
標
管
理
の
状
況
や
ラ
ダ
ー
制
度
の

活
用
状
況
等
を
確
認
し
助
言
す
る

⑥
主
体
性
を
養
う
方
法
を
模
索
す
る

等
で
あ
る
。

【
は
じ
め
に
】
　
　

　
世
界
に
類
を
み
な
い
速
度
で
人
口
の

高
齢
化
が
進
む
日
本
。
医
療
の
進
展
と

と
も
に
介
護
・
福
祉
分
野
の
充
実
も
進

む
中
、
介
護
福
祉
士
の
役
割
は
益
々
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
分
野
に
携
わ
る
専
門
職

に
は
柔
軟
な
姿
勢
と
質
の
高
い
技
術
・

能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
介
護
福
祉
士
に

つ
い
て
は
、
介
護
福
祉
士
法
や
日
本
介

護
福
祉
士
会
の
倫
理
基
準
の
な
か
で
、

専
門
職
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
と
、
専
門

知
識
や
技
術
の
研
鑽
に
励
む
こ
と
の
必

要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
自
施
設
の
介
護

福
祉
士
の
中
に
は
根
拠
に
乏
し
い
発
言

が
あ
っ
た
り
、
看
護
師
や
療
法
士
に
安

易
に
意
見
を
求
め
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が

幾
ら
か
あ
っ
た
。
ま
た
他
職
種
と
比
べ

る
と
施
設
外
研
修
へ
の
参
加
率
も
低

く
、
こ
れ
ら
の
原
因
追
求
が
不
可
欠
で

あ
る
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
今
回
、
自
施

設
に
勤
務
す
る
介
護
福
祉
士
の
自
己
啓

発
に
関
す
る
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
今

後
の
課
題
を
明
確
に
し
た
い
と
考
え

た
。

【
目
的
】

　
介
護
福
祉
士
の
自
己
啓
発
の
程
度
や

生
涯
学
習
の
意
識
等
を
明
ら
か
に
し
、

今
後
の
課
題
を
明
確
に
す
る
。

【
研
究
方
法
】

１ 

研
究
デ
ザ
イ
ン
＝
質
的
帰
納
的
研

究
２ 

対
象
者
＝
自
施
設
に
勤
務
す
る
介

護
福
祉
士
10
名
　

３ 

研
究
期
間
＝
２
０
２
３
年
４
月
１

日
〜
１
月
31
日
（
デ
ー
タ
収
集
期

間
＝
２
０
２
３
年
10
月
11
日
〜
12

月
15
日
）

４ 

デ
ー
タ
収
集
方
法
＝
半
構
造
化
面

接
・
ク
ロ
ス
集
計

　 

⑴
自
作
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ガ
イ
ド

（
①
現
在
、
自
己
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
②
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

あ
る
③
生
涯
学
習
は
必
要
か
④
将

来
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
か
等
）
を

も
と
に
面
接
を
行
い
、
内
容
を
精

密
に
記
録
し
た
。
そ
の
後
逐
語
録

か
ら
共
通
項
を
見
つ
け
出
し
ク
ロ

ス
集
計
を
行
い
、
そ
の
状
況
に
至

る
原
因
を
推
測
し
た
。

５
　
倫
理
的
配
慮

　
　
本
研
究
の
目
的
と
方
法
を
口
頭
で

説
明
し
た
あ
と
、
研
究
へ
の
参
加

は
自
由
で
あ
る
こ
と
、
質
問
に
は

無
理
に
答
え
な
く
て
も
よ
い
こ
と
、

途
中
で
辞
退
し
て
も
不
利
益
を
被

る
こ
と
が
な
い
こ
と
等
を
伝
え
た
。

ま
た
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
デ
ー
タ
も
研
究
以
外
の
目

的
で
使
用
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と

等
を
口
頭
で
確
約
し
た
。

【
結
果
】　
　
　
　
　

　
対
象
者
10
名
の
面
接
結
果
か
ら
、
勤

務
経
験
が
自
施
設
の
み
で
全
部
署
異
動

経
験
が
あ
る
介
護
福
祉
士
と
、
他
施
設

で
の
経
験
が
あ
り
自
施
設
で
の
異
動
経

験
が
少
な
い
介
護
福
祉
士
の
間
で
、
自

己
啓
発
や
生
涯
学
習
に
対
す
る
意
識
に

差
が
あ
っ
た
。
自
施
設
の
み
の
介
護
福

祉
士
は
全
部
署
で
職
に
携
わ
っ
て
い
た

自施設のみ（他施設経験なし）：5名 他施設経験あり：5名

性別
男性：１名
女性：４名

男性：３名
女性：２名

年齢 ３０代前半～５０代前半 ４０代前半～５０代前半

経験年数
平均：約１７．２年
（約１３ ～ ２６年）

平均：約１４．４年
（約 ７ ～ ２０年）

異動経験
（自施設内）

４部署全て経験：５名
異動経験なし ：３名
２～３部署経験 ：２名

面接時間
平均：１０分２５秒

（２分２２秒～１６分３１秒）
平均：１９分２８秒

（６分５０秒～２８分１０秒）

＜研究対象者10名の概要＞
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介
護
老
人
保
健
施
設

　愛
と
結
の
街
（
鹿
児
島
市
）

　言
語
聴
覚
士

　寺
尾

　香
織

言
語
聴
覚
士

　大
脇

　万
喜

　介
護
福
祉
士

　川
崎

　友
義

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
の
連
携
と
今
後
の
課
題

〜
よ
り
よ
い
食
支
援
に
繋
げ
る
た
め
に
〜

究
め
る

研
く

よ
り
よ
い
介
護
を
目
ざ
し
日
々
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
る
各
施
設
・
各
職
種
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
と
努
力
の
経
過
や
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

行
に
よ
り
摂
食
嚥
下
機
能
に
変
化
が
み

ら
れ
る
。Ｇ
Ｈ
で
の
評
価
の
際
も
Ｓ
Ｔ

の
評
価
時
と
普
段
の
摂
食
嚥
下
機
能
が

異
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
Ｓ
Ｔ

以
外
の
職
種
で
も
評
価
を
行
う
こ
と
が

で
き
、Ｇ
Ｈ
な
ど
で
も
支
援
に
活
用
で

き
る
評
価
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
を

行
っ
た
。

　
Ｋ
Ｔ
バ
ラ
ン
ス
チ
ャ
ー
ト
は
、
心
身

の
医
学
的
視
点
、
摂
食
嚥
下
の
機
能
的

視
点
、姿
勢
・
活
動
的
視
点
、摂
食
状
況
・

食
物
形
態
・
栄
養
的
視
点
の
４
つ
の
側

面
を
13
項
目
で
評
価
し
、
レ
ー
ダ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
作
成
で
き
る
。
点
数
が
低

い
項
目
の
必
要
な
ケ
ア
の
充
実
を
図
り

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
方
法
を
多
職

種
で
検
討
す
る
手
段
に
使
用
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
多
職
種
で
も
全
体
像
の
把

握
や
変
化
の
共
有
、
本
人
・
家
族
へ
の

説
明
な
ど
の
情
報
共
有
に
も
役
立
つ
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
評
価
方
法

を
活
用
し
認
知
症
の
あ
る
入
所
者
の
全

体
像
把
握
や
現
状
の
共
有
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
充
実
し
た
評

価
や
支
援
が
行
え
る
と
考
え
る
。

　
施
設
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
の
継
続
や
Ｋ

Ｔ
バ
ラ
ン
ス
チ
ャ
ー
ト
な
ど
の
摂
食
嚥

下
機
能
の
評
価
方
法
の
導
入
、
活
用
を

行
い
な
が
ら
、Ｇ
Ｈ
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
愛

と
結
の
街
グ
ル
ー
プ
の
強
み
で
あ
る
〝
多

職
種
で
の
支
援
〞
を
よ
り
活
か
せ
る
よ
う

な
環
境
作
り
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
現
在
、
生
活
機
能
向
上
連
携
加
算
は

老
健
Ｐ
Ｔ
を
中
心
に
Ｇ
Ｈ
と
連
携
し
算
定

し
て
い
る
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
む
中
で

摂
食
嚥
下
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
る
入
所

者
が
増
加
し
、
更
に
支
援
が
必
要
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
Ｇ

Ｈ
と
の
連
携
の
よ
う
に
他
の
愛
と
結
の
街

グ
ル
ー
プ
内
の
関
連
施
設
で
も
生
活
機
能

向
上
連
携
加
算
も
活
用
し
、
連
携
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
は
じ
め
に
】
　
　

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
愛
と
結
の
街（
以

下
Ｇ
Ｈ
）の
入
所
者
は
年
々
重
度
化
、高

齢
化
し
て
き
て
い
る
。
認
知
症
や
脳
血

管
障
害
な
ど
の
疾
患
が
あ
り
摂
食
嚥
下

障
害
を
呈
し
て
い
る
方
が
増
加
し
、
ス

タ
ッ
フ
の
食
支
援
が
必
要
な
方
が
入
所

者
の
約
６
〜
７
割
を
占
め
て
い
る
現
状

が
あ
る
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設
愛
と
結
の
街

（
以
下
老
健
）で
は
、
以
前
か
ら
言
語
聴

覚
士（
以
下
Ｓ
Ｔ
）が
訪
問
し
Ｇ
Ｈ
で
の

摂
食
嚥
下
機
能
評
価
や
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍

で
の
感
染
対
策
や
老
健
内
の
業
務
の
関

係
で
定
期
的
な
評
価
、
連
携
の
機
会
が

不
十
分
と
な
っ
て
い
た
。
認
知
症
に
よ

る
摂
食
嚥
下
機
能
障
害
は
原
因
疾
患
に

よ
り
症
状
が
異
な
り
、
進
行
が
み
ら
れ

る
た
め
、
日
頃
か
ら
ケ
ア
を
行
っ
て
い

る
Ｇ
Ｈ
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、Ｓ
Ｔ
だ

け
で
な
く
管
理
栄
養
士
な
ど
多
職
種
で

連
携
を
図
り
な
が
ら
よ
り
よ
い
食
支
援

が
行
え
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
を
始
め

た
た
め
報
告
す
る
。

【
実
施
内
容
】

　
⑴
定
期
的
な
訪
問
の
実
施
、⑵
施
設

内
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
M
a
t
t
e
r
m
o
s
t
）で

Ｇ
Ｈ
ス
タ
ッ
フ
と
老
健
の
管
理
栄
養

士
、
理
学
療
法
士（
以
下
Ｐ
Ｔ
）と
Ｓ
Ｔ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
作
成（
令
和
５
年
２

月
〜
）、⑶
施
設
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

自
主
訓
練
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

⑷
Ｇ
Ｈ
で
提
供
し
て
い
る
食
事
形
態

に
関
し
て
の
情
報
収
集
、⑸
栄
養
科
ス

タ
ッ
フ
へ
状
況
の
共
有
、⑹
管
理
栄
養

士
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
共
有
、⑺
摂

食
嚥
下
機
能
つ
い
て
の
勉
強
会
、⑻
Ｋ

Ｔ
バ
ラ
ン
ス
チ
ャ
ー
ト
導
入
の
検
討

な
ど
を
実
施
。

【
結
果
】

　
施
設
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

作
成
前
は
Ｇ
Ｈ
か
ら
の
直
接
的
な
評

価
依
頼
や
相
談
は
少
な
か
っ
た
が
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
作
成
後
は
約
半
年
で
入

所
者
に
関
す
る
相
談
７
件
、
食
事
形

態
や
調
理
に
関
す
る
相
談
・
報
告
４
件

が
あ
っ
た
。
訪
問
し
た
際
に
も
相
談

が
あ
り
、
以
前
よ
り
相
談
や
情
報
共

有
の
機
会
は
増
加
し
た
。
ま
た
、
情

報
共
有
の
機
会
が
増
え
た
こ
と
で
積

極
的
に
栄
養
科
と
も
連
携
を
取
る
こ

と
が
で
き
、Ｇ
Ｈ
ス
タ
ッ
フ
へ
調
理
方

法
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
共
有
、

食
品
の
変
更
な
ど
支
援
内
容
の
拡
大

に
繋
が
っ
た
。

　
食
支
援
を
行
う
た
め
の
知
識
の
共

有
と
し
て
摂
食
嚥
下
の
基
本
的
な
流

れ
や
嚥
下
調
整
食
に
つ
い
て
の
勉
強

会
、
新
た
な
評
価
方
法
の
導
入
の
検

討
の
た
め
に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

や
Ｋ
Ｔ
バ
ラ
ン
ス
チ
ャ
ー
ト
に
つ
い

て
の
勉
強
会
・
説
明
会
を
実
施
し
た
。

勉
強
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
知
識
の

共
有
、
相
談
の
機
会
を
作
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
考
察
・
ま
と
め
】

　
Ｇ
Ｈ
と
老
健
互
い
の
業
務
が
多
忙
な

中
、
施
設
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
相
談

を
行
え
る
環
境
作
り
を
行
っ
た
こ
と
で

業
務
の
合
間
に
評
価
の
依
頼
や
情
報
共

有
の
み
だ
け
で
な
く
、
ア
ド
バ
イ
ス
や

自
主
訓
練
の
提
供
が
で
き
連
携
の
機
会

を
増
や
す
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
考
え

る
。
情
報
共
有
の
機
会
が
増
え
る
こ
と

で
、
実
際
の
摂
食
嚥
下
機
能
評
価
の
際

も
入
所
者
の
情
報
収
集
を
行
い
や
す

く
、
そ
の
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
認
知
症

に
よ
る
摂
食
嚥
下
障
害
は
原
因
疾
患
に

よ
っ
て
食
行
動
の
変
化
や
認
知
症
の
進
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介
護
老
人
保
健
施
設

　愛
と
結
の
街
（
鹿
児
島
市
）

　言
語
聴
覚
士

　寺
尾

　香
織

言
語
聴
覚
士

　大
脇

　万
喜

　介
護
福
祉
士

　川
崎

　友
義

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
の
連
携
と
今
後
の
課
題

〜
よ
り
よ
い
食
支
援
に
繋
げ
る
た
め
に
〜

究
め
る

研
く

よ
り
よ
い
介
護
を
目
ざ
し
日
々
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
る
各
施
設
・
各
職
種
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
と
努
力
の
経
過
や
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

行
に
よ
り
摂
食
嚥
下
機
能
に
変
化
が
み

ら
れ
る
。Ｇ
Ｈ
で
の
評
価
の
際
も
Ｓ
Ｔ

の
評
価
時
と
普
段
の
摂
食
嚥
下
機
能
が

異
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
Ｓ
Ｔ

以
外
の
職
種
で
も
評
価
を
行
う
こ
と
が

で
き
、Ｇ
Ｈ
な
ど
で
も
支
援
に
活
用
で

き
る
評
価
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
を

行
っ
た
。

　
Ｋ
Ｔ
バ
ラ
ン
ス
チ
ャ
ー
ト
は
、
心
身

の
医
学
的
視
点
、
摂
食
嚥
下
の
機
能
的

視
点
、姿
勢
・
活
動
的
視
点
、摂
食
状
況
・

食
物
形
態
・
栄
養
的
視
点
の
４
つ
の
側

面
を
13
項
目
で
評
価
し
、
レ
ー
ダ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
作
成
で
き
る
。
点
数
が
低

い
項
目
の
必
要
な
ケ
ア
の
充
実
を
図
り

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
方
法
を
多
職

種
で
検
討
す
る
手
段
に
使
用
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
多
職
種
で
も
全
体
像
の
把

握
や
変
化
の
共
有
、
本
人
・
家
族
へ
の

説
明
な
ど
の
情
報
共
有
に
も
役
立
つ
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
評
価
方
法

を
活
用
し
認
知
症
の
あ
る
入
所
者
の
全

体
像
把
握
や
現
状
の
共
有
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
充
実
し
た
評

価
や
支
援
が
行
え
る
と
考
え
る
。

　
施
設
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
の
継
続
や
Ｋ

Ｔ
バ
ラ
ン
ス
チ
ャ
ー
ト
な
ど
の
摂
食
嚥

下
機
能
の
評
価
方
法
の
導
入
、
活
用
を

行
い
な
が
ら
、Ｇ
Ｈ
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
愛

と
結
の
街
グ
ル
ー
プ
の
強
み
で
あ
る
〝
多

職
種
で
の
支
援
〞
を
よ
り
活
か
せ
る
よ
う

な
環
境
作
り
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
現
在
、
生
活
機
能
向
上
連
携
加
算
は

老
健
Ｐ
Ｔ
を
中
心
に
Ｇ
Ｈ
と
連
携
し
算
定

し
て
い
る
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
む
中
で

摂
食
嚥
下
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
る
入
所

者
が
増
加
し
、
更
に
支
援
が
必
要
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
Ｇ

Ｈ
と
の
連
携
の
よ
う
に
他
の
愛
と
結
の
街

グ
ル
ー
プ
内
の
関
連
施
設
で
も
生
活
機
能

向
上
連
携
加
算
も
活
用
し
、
連
携
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
は
じ
め
に
】
　
　

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
愛
と
結
の
街（
以

下
Ｇ
Ｈ
）の
入
所
者
は
年
々
重
度
化
、高

齢
化
し
て
き
て
い
る
。
認
知
症
や
脳
血

管
障
害
な
ど
の
疾
患
が
あ
り
摂
食
嚥
下

障
害
を
呈
し
て
い
る
方
が
増
加
し
、
ス

タ
ッ
フ
の
食
支
援
が
必
要
な
方
が
入
所

者
の
約
６
〜
７
割
を
占
め
て
い
る
現
状

が
あ
る
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設
愛
と
結
の
街

（
以
下
老
健
）で
は
、
以
前
か
ら
言
語
聴

覚
士（
以
下
Ｓ
Ｔ
）が
訪
問
し
Ｇ
Ｈ
で
の

摂
食
嚥
下
機
能
評
価
や
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍

で
の
感
染
対
策
や
老
健
内
の
業
務
の
関

係
で
定
期
的
な
評
価
、
連
携
の
機
会
が

不
十
分
と
な
っ
て
い
た
。
認
知
症
に
よ

る
摂
食
嚥
下
機
能
障
害
は
原
因
疾
患
に

よ
り
症
状
が
異
な
り
、
進
行
が
み
ら
れ

る
た
め
、
日
頃
か
ら
ケ
ア
を
行
っ
て
い

る
Ｇ
Ｈ
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、Ｓ
Ｔ
だ

け
で
な
く
管
理
栄
養
士
な
ど
多
職
種
で

連
携
を
図
り
な
が
ら
よ
り
よ
い
食
支
援

が
行
え
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
を
始
め

た
た
め
報
告
す
る
。

【
実
施
内
容
】

　
⑴
定
期
的
な
訪
問
の
実
施
、⑵
施
設

内
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
M
a
t
t
e
r
m
o
s
t
）で

Ｇ
Ｈ
ス
タ
ッ
フ
と
老
健
の
管
理
栄
養

士
、
理
学
療
法
士（
以
下
Ｐ
Ｔ
）と
Ｓ
Ｔ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
作
成（
令
和
５
年
２

月
〜
）、⑶
施
設
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

自
主
訓
練
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

⑷
Ｇ
Ｈ
で
提
供
し
て
い
る
食
事
形
態

に
関
し
て
の
情
報
収
集
、⑸
栄
養
科
ス

タ
ッ
フ
へ
状
況
の
共
有
、⑹
管
理
栄
養

士
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
共
有
、⑺
摂

食
嚥
下
機
能
つ
い
て
の
勉
強
会
、⑻
Ｋ

Ｔ
バ
ラ
ン
ス
チ
ャ
ー
ト
導
入
の
検
討

な
ど
を
実
施
。

【
結
果
】

　
施
設
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

作
成
前
は
Ｇ
Ｈ
か
ら
の
直
接
的
な
評

価
依
頼
や
相
談
は
少
な
か
っ
た
が
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
作
成
後
は
約
半
年
で
入

所
者
に
関
す
る
相
談
７
件
、
食
事
形

態
や
調
理
に
関
す
る
相
談
・
報
告
４
件

が
あ
っ
た
。
訪
問
し
た
際
に
も
相
談

が
あ
り
、
以
前
よ
り
相
談
や
情
報
共

有
の
機
会
は
増
加
し
た
。
ま
た
、
情

報
共
有
の
機
会
が
増
え
た
こ
と
で
積

極
的
に
栄
養
科
と
も
連
携
を
取
る
こ

と
が
で
き
、Ｇ
Ｈ
ス
タ
ッ
フ
へ
調
理
方

法
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
共
有
、

食
品
の
変
更
な
ど
支
援
内
容
の
拡
大

に
繋
が
っ
た
。

　
食
支
援
を
行
う
た
め
の
知
識
の
共

有
と
し
て
摂
食
嚥
下
の
基
本
的
な
流

れ
や
嚥
下
調
整
食
に
つ
い
て
の
勉
強

会
、
新
た
な
評
価
方
法
の
導
入
の
検

討
の
た
め
に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

や
Ｋ
Ｔ
バ
ラ
ン
ス
チ
ャ
ー
ト
に
つ
い

て
の
勉
強
会
・
説
明
会
を
実
施
し
た
。

勉
強
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
知
識
の

共
有
、
相
談
の
機
会
を
作
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
考
察
・
ま
と
め
】

　
Ｇ
Ｈ
と
老
健
互
い
の
業
務
が
多
忙
な

中
、
施
設
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
相
談

を
行
え
る
環
境
作
り
を
行
っ
た
こ
と
で

業
務
の
合
間
に
評
価
の
依
頼
や
情
報
共

有
の
み
だ
け
で
な
く
、
ア
ド
バ
イ
ス
や

自
主
訓
練
の
提
供
が
で
き
連
携
の
機
会

を
増
や
す
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
考
え

る
。
情
報
共
有
の
機
会
が
増
え
る
こ
と

で
、
実
際
の
摂
食
嚥
下
機
能
評
価
の
際

も
入
所
者
の
情
報
収
集
を
行
い
や
す

く
、
そ
の
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
認
知
症

に
よ
る
摂
食
嚥
下
障
害
は
原
因
疾
患
に

よ
っ
て
食
行
動
の
変
化
や
認
知
症
の
進
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究
め
る

研
く

よ
り
よ
い
介
護
を
目
ざ
し
日
々
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
る
各
施
設
・
各
職
種
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
と
努
力
の
経
過
や
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

周
り
の
う
ぶ
毛
剃
り
を
行
っ
た
。
途
中

で
ス
タ
ッ
フ
よ
り
入
浴
時
の
方
が
き
れ

い
に
し
や
す
い
と
の
意
見
が
あ
り
、
女

性
ご
利
用
者
様
は
定
期
的
に
入
浴
時
に

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
爪
に
関
し
て
は

巻
き
爪
で
痛
み
が
あ
る
方
、
爪
が
肥
厚

し
て
普
通
の
爪
切
り
で
は
対
応
で
き
な

い
場
合
は
、
巻
き
爪
矯
正
認
定
技
術
を

も
つ
専
門
の
方
に
依
頼
し
た
。
施
術
後

は
巻
き
爪
の
方
は
痛
み
を
感
じ
な
く
な

り
、
あ
れ
ほ
ど
の
肥
厚
し
た
爪
が
き
れ

い
に
薄
く
な
っ
た
変
化
に
、
ご
本
人
様

は
勿
論
、
ご
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
も
感
動

を
覚
え
る
位
満
足
さ
れ
て
い
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
反
応
は
、
直
接
ご
利
用

者
様
が
喜
ば
れ
る
様
子
を
み
た
り
、
礼

を
言
わ
れ
る
と
、
ス
タ
ッ
フ
自
信
も
喜

び
と
自
信
に
変
わ
り
、
外
出
等
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
参
考
意
見
と
し
て
、
入
浴
に
か
か

る
時
間
が
増
え
て
き
た
と
、
負
担
感
も

見
ら
れ
た
。

【
考
察
】

　
第
１
、
ご
利
用
者
様
自
身
、
自
分
で

は
で
き
な
い
し
ね
と
身
だ
し
な
み
を
整

え
る
事
を
諦
め
て
い
た
こ
と
が
解
っ

た
。
女
性
は
少
し
だ
け
口
髭
や
眉
毛
を

整
え
る
こ
と
で
気
分
が
晴
れ
、
出
か
け

た
い
と
前
向
き
に
な
る
こ
と
も
分
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
生
活
の
質
を
上
げ
る

要
素
で
も
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で

散
歩
や
買
い
物
に
出
か
け
る
機
会
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
第
２
、
ス
タ
ッ
フ
は
ケ
ア
時
直
接
触

れ
合
い
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
、

嬉
し
い
様
子
を
直
接
見
聞
き
す
る
こ
と

で
、
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
業
務
に
組
み
入
れ
た
こ
と
で

時
間
が
か
か
り
、
負
担
感
が
増
し
た
事

に
対
し
て
は
特
定
の
ス
タ
ッ
フ
に
集
中

し
な
い
様
に
配
慮
し
て
予
定
を
組
み
入

れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
３
、
意
外
に
も
舌
を
上
手
く
使

え
ず
、
口
ふ
く
ら
ま
し
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
、
口
腔
機
能
の
低
下
が

予
測
さ
れ
る
発
見
だ
っ
た
。

　
最
後
に
ご
自
分
自
身
で
の
こ
だ
わ

り
、
意
思
が
あ
る
場
合
は
尊
重
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
ケ
ア
す
る
事
だ

け
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
方
の
機
能
面

を
見
極
め
て
、
で
き
る
こ
と
は
し
て

頂
く
こ
と
も
、
さ
ら
に
自
分
へ
の
関

心
と
前
向
き
な
気
分
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。

【
ま
と
め
】

　
は
じ
め
は
整
容
・
身
だ
し
な
み
ケ
ア

を
し
た
こ
と
が
取
り
組
み
の
き
っ
か
け

で
あ
っ
た
が
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
外

出
の
機
会
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
ま
で

繋
が
る
こ
と
が
で
き
た
事
。
ス
タ
ッ
フ

の
や
り
が
い
に
ま
で
発
展
し
た
事
を
、

今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
自
分
だ
っ

た
ら
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
思
う
事
は
ケ

ア
に
生
か
そ
う
。

【
は
じ
め
に
】
　
　

　
誰
で
も
自
立
し
て
生
活
し
て
い
た
頃

は
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
整

容
・
身
だ
し
な
み
だ
が
、
介
護
施
設
に

入
り
室
内
や
ベ
ッ
ド
で
生
活
す
る
時
間

が
長
く
な
る
と
、
身
だ
し
な
み
を
整
え

る
機
会
も
減
少
し
整
容
に
関
す
る
意
識

が
低
下
す
る
傾
向
が
あ
る
。
母
の
日
の

行
事
の
際
に
、
眉
を
整
え
て
軽
い
メ
イ

ク
を
行
っ
た
こ
と
で「
い
つ
ま
で
も
、

綺
麗
で
い
た
い
」
と
い
う
ご
利
用
者
様

の
変
化
を
感
じ
た
。
特
別
で
は
な
く
普

段
か
ら
整
容 

・
身
だ
し
な
み
の
ケ
ア

の
必
要
性
を
感
じ
、
業
務
に
入
れ
込
み

ケ
ア
を
続
け
る
事
で
良
い
効
果
が
表
れ

た
の
で
報
告
す
る
。

【
取
り
組
み
内
容
】

《
取
り
組
み
前
》

 

・
朝
髪
を
梳
く 

・
蒸
し
タ
オ
ル
で
顔

を
拭
く 

・
男
性
は
髭
剃
り 

・
入
浴
後

に
爪
切
り

《
取
り
組
み
内
容
》

⑴
期
間
前
半
＝ 

洗
面
台（
鏡
の
前
）
で

眉
整
え 

・
口
周
り
う
ぶ
毛
剃
り 

・
鼻

毛
カ
ッ
ト

⑵
期
間
後
半
＝
眉
整
え 

・
口
周
り
う

ぶ
毛
剃
り
は
入
浴
時
へ
変
更

⑶
ご
利
用
者
様 

・
ご
家
族 

・
ス
タ
ッ

フ
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

⑷
フ
ッ
ト
ケ
ア（
巻
き
爪
や
爪
肥
厚
で

ス
タ
ッ
フ
が
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス

に
対
し
て
外
部
委
託
）

【
結
果
】

　
ご
利
用
者
様
の
反
応
は
最
初
は
遠

慮
が
ち
な
発
言
が
聞
か
れ
て
い
た
が
、

徐
々
に「
あ
り
が
と
う
」
と
明
る
く
笑

顔
で
喜
ば
れ「
こ
ん
な
に
べ
っ
ぴ
ん
さ

ん
に
な
っ
て
」「
天
文
館
に
行
き
た
い
」

と
前
向
き
な
声
が
聞
か
れ
た
。
反
対

に
、
自
分
で
眉
を
整
え
口
紅
を
さ
す

方
は
、
た
と
え
眉
を
整
え
る
だ
け
で

も
触
っ
て
欲
し
く
な
い
と
い
う
発
言

も
あ
り
、
考
え
は
様
々
で
あ
り
、
そ

の
方
に
応
じ
た
ケ
ア
も
必
要
で
あ
る

と
解
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
気

づ
き
と
し
て
、
舌
を
上
手
く
使
え
ず
、

口
ふ
く
ら
ま
し
が
で
き
な
い
事
が
解

か
っ
た
。
取
り
組
む
前
は
、
入
浴
後

に
爪
切
り
の
み
行
っ
て
い
た
が
、
部

屋
の
洗
面
台
の
前
で
眉
を
整
え
、
口

介
護
老
人
保
健
施
設

　ろ
う
け
ん
青
空
（
鹿
児
島
市
）

　ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
・
介
護
福
祉
士

　土
岐

　香
織

よ
か
に
せ
・
よ
か
お
ご
じ
ょ
で
よ
か
ん
べ
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介
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あ
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が
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薄
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。
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あ
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を
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は
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に
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ほ
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事
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生
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た
頃
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よ
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に
行
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い
た
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だ
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、
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護
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や
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が
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る
と
、
身
だ
し
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を
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え

る
機
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も
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容
に
関
す
る
意
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が
低
下
す
る
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向
が
あ
る
。
母
の
日
の

行
事
の
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に
、
眉
を
整
え
て
軽
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メ
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を
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た
こ
と
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つ
ま
で
も
、
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麗
で
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た
い
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と
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利
用
者
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の
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を
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た
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く
普
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だ
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な
み
の
ケ
ア

の
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要
性
を
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じ
、
業
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れ
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み

ケ
ア
を
続
け
る
事
で
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い
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果
が
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れ

た
の
で
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す
る
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【
取
り
組
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内
容
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取
り
組
み
前
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朝
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を
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く 

・
蒸
し
タ
オ
ル
で
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を
拭
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男
性
は
髭
剃
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・
入
浴
後

に
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切
り

《
取
り
組
み
内
容
》

⑴
期
間
前
半
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洗
面
台（
鏡
の
前
）
で

眉
整
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・
口
周
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う
ぶ
毛
剃
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・
鼻

毛
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ト

⑵
期
間
後
半
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眉
整
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・
口
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う

ぶ
毛
剃
り
は
入
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時
へ
変
更

⑶
ご
利
用
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・
ご
家
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・
ス
タ
ッ

フ
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
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フ
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ト
ケ
ア（
巻
き
爪
や
爪
肥
厚
で

ス
タ
ッ
フ
が
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス

に
対
し
て
外
部
委
託
）

【
結
果
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ご
利
用
者
様
の
反
応
は
最
初
は
遠

慮
が
ち
な
発
言
が
聞
か
れ
て
い
た
が
、

徐
々
に「
あ
り
が
と
う
」
と
明
る
く
笑

顔
で
喜
ば
れ「
こ
ん
な
に
べ
っ
ぴ
ん
さ

ん
に
な
っ
て
」「
天
文
館
に
行
き
た
い
」

と
前
向
き
な
声
が
聞
か
れ
た
。
反
対

に
、
自
分
で
眉
を
整
え
口
紅
を
さ
す

方
は
、
た
と
え
眉
を
整
え
る
だ
け
で

も
触
っ
て
欲
し
く
な
い
と
い
う
発
言

も
あ
り
、
考
え
は
様
々
で
あ
り
、
そ

の
方
に
応
じ
た
ケ
ア
も
必
要
で
あ
る

と
解
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
気

づ
き
と
し
て
、
舌
を
上
手
く
使
え
ず
、

口
ふ
く
ら
ま
し
が
で
き
な
い
事
が
解

か
っ
た
。
取
り
組
む
前
は
、
入
浴
後

に
爪
切
り
の
み
行
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て
い
た
が
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屋
の
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台
の
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で
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介
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介
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岐

　香
織

よ
か
に
せ
・
よ
か
お
ご
じ
ょ
で
よ
か
ん
べ

9



●令和6年度第2回看護・介護部会
　開催日：令和 7 年 2 月 6 日（木）14：00 ～ 16：00
　場　所：鹿児島県医師会館 3 階中ホール及び Zoom による配信
　テーマ：「認知症高齢者へのケアと家族支援」
　講　師：竹迫　香奈　先生（鹿児島市医師会病院　認知症看護認定看護師）

●令和6年度第2回かごしま外国人材受入活躍推進会議
　開催日：令和 7 年 2 月 17 日（月）10：00 ～ 11：30
　場　所：ホテルウエルビューかごしま 2 階　潮騒
　内　容：かごしま外国人材の受入活躍推進戦略改訂等について

●第29回鹿児島県介護老人保健施設大会　
　開催日：令和 7 年 2 月 18 日（火）9：00 ～ 17：00　
　　　　　令和 7 年 2 月 19 日（水）9：00 ～ 11：35　
　場　所：鹿児島県医師会館 3 階及び 4 階
　テーマ：Just Now( じゃっどな～ ) ～ ICT と DX で繋がる笑顔と安心～
　特別講演：令和 7 年 2 月 18 日（火）15：30 ～ 17：00
　テーマ：「折れない心・心地良いチームの作り方」
　講　師：福井　寛之　先生（株式会社福ちゃん福祉 Biz 研究所　代表取締役）

●令和6年度第4回介護のお仕事促進事業
　開催日：令和 7 年 2 月 21 日（金）
　場　所：鹿児島県立種子島高等学校

●令和6年度第回理事会
　開催日：令和 7 年 3 月 6 日（木）16：30 ～
　開催方法：鹿児島県医師会館 3 階小会議室及び Zoom による配信
　議　題：令和 7 年度の事業計画（案）及び収支予算（案）等について

●令和6年度第3回事務長部会　
　開催日：令和 7 年 3 月 19 日（水）14：30 ～ 16：00（予定）
　場　所：鹿児島県医師会館 3 階中ホール及び Zoom による同時配信等によるハイブリッド方式
　テーマ：「どうなる年収の壁～今後の働き方～」
　講　師：社会保険労務士　代表取締役　江原　充志　様

●令和6年度第2回臨時会員総会　
　開催日：令和 7 年 3 月 19 日（水）16：30 ～
　開催方法：鹿児島県医師会館 3 階中ホール及び Zoom による配信
　議　題：令和 7 年度の事業計画（案）及び収支予算（案）等について

●令和6年度第2回介護助手事業に係る企画評価委員会　
　開催日：令和 7 年 3 月 25 日（火）14：00 ～
　場　所：鹿児島県医師会館 3 階中ホール　
　実績報告等：久留須　直也　准教授（鹿児島女子短期大学）

●令和7年度合同（ブロック代表事務長・研修担当委員・県大会実行委員）委員会
　開催日：令和 7 年 4 月 24 日（木）　
　場　所：鹿児島県医師会館 3 階中ホール 14：00 ～ 16：00（予定）

【ご参考】
●第24回九州ブロック介護老人保健施設大会with 熊本
　開催日：令和 7 年 7 月 10 日（木）～ 11 日（金）
　場　所：市民会館シアーズホーム夢ホール
　テーマ：やっぱりそうだよ！！老健施設　地域包括ケアのどまんなか　老健のプライド

●第36回全国介護老人保健施設大会山口
　開催日：令和 7 年 11 月 27 日（木）～ 28 日（金）
　場　所：下関市民会館他
　テーマ：昭和 100 年、老健続く。　想いを継ぎ　技を磨き　人を繋ぐ
（※）本号編集時点の情報です。やむを得ず変更する場合があります。詳細が確定次第あらためてファックスで会員施設へご案内します。

老
健
に
入
る
た
め
の
ご
案
内

利用者・家族

施 設 探 し

電 話 相 談

施 設 見 学

利用者側の入所希望＋施設側の受け入れ可能判断

入所（待機）申し込み

入　　所

※申し込み方法・待機状況は施設毎に異なります。施
設によっては電話で入所申し込みが可能な施設もあ
りますので、気軽にお尋ねください。しかし、老健
についてより知っていただくためにも、一度施設を
見学されることをおすすめします。

※老健の連絡先については、市町村役場介護保険窓口で紹
介してもらうことができる他、電話帳の「介護老人保健
施設」欄や、本誌巻末でも連絡先を知ることができます。

※老健には必ず「支援相談員」
がおり、入所等の相談に応
じていますので、相談時は
支援相談員を尋ねてみて下
さい。

老健への入所の大まかな流れ 入
院
中
の
父
を
入
所
さ
せ
た
い

１
つ
の
事
例

﹇
質
問
﹈
　70
歳
の
父
が
脳
梗
塞
で
入
院

中
で
す
。
病
院
で
の
治
療
を
終
え
、
要

介
護
２
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
歩
行

が
不
安
定
な
の
で
、
い
っ
た
ん
老
人
保

健
施
設
に
入
所
し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

た
上
で
家
に
帰
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
施
設
へ
入
所
す
る
に
は
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

﹇
お
答
え
﹈　
介
護
老
人
保
健
施
設
（
以
下

老
健
）
は
、
病
状
が
安
定
し
て
、
病
院

で
の
治
療
よ
り
も
、
看
護
や
介
護
、
リ

ハ
ビ
リ
に
重
点
を
お
い
た
ケ
ア
を
必
要

と
さ
れ
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
施
設

で
、
高
齢
者
の
心
身
の
自
立
を
支
援
し
、

親
し
み
や
す
い
環
境
の
中
で
、
家
庭
生

活
へ
の
復
帰
を
応
援
し
ま
す
。
入
所
の

利
用
対
象
者
は
要
介
護
１
〜
５
の
認
定

を
受
け
ら
れ
た
方
で
す
。

　
以
上
の
事
か
ら
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
老

健
の
入
所
対
象
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
施
設
入
所
ま
で
の
流
れ
は
次
を
ご

参
照
下
さ
い
。

　
ま
ず
施
設
を
探
す

　
現
在
、
鹿
児
島
県
内
に
は
76
の
老
健

が
あ
り
、
各
地
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
老
健
に
つ
い
て
は
、
役
場
の

介
護
保
険
窓
口
で
紹
介
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
他
、
電
話
帳
の
「
介
護
老

人
保
健
施
設
」
欄
や
本
誌
巻
末
で
も
連

絡
先
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

近
く
に
ど
ん
な
老
健
が
あ
る
の
か
探
し

て
み
て
下
さ
い
。

　
気
軽
に
相
談
を

　
施
設
が
見
つ
か
っ
た
ら
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
老
健
に
は
必
ず
「
支
援
相

談
員
」
が
お
り
、
入
所
等
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
時
に
は
支
援

相
談
員
を
尋
ね
て
み
て
下
さ
い
。
相
談

の
形
は
電
話
で
も
直
接
足
を
運
ん
で
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
施
設
か
ら
は
利
用
者
ご
本
人
と
そ
の

ご
家
族
に
つ
い
て
、
ま
た
要
介
護
度
や

連
絡
先
な
ど
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
そ
れ
に
併
せ
て
施
設
の
説
明
を

行
い
ま
す
の
で
、
料
金
や
待
機
状
況
な

ど
不
明
な
点
は
何
で
も
気
軽
に
聞
い
て

下
さ
い
。
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
場
合
で
も
、
申
請
の
仕
方
な
ど
ケ
ー

ス
に
応
じ
た
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
ご

心
配
い
り
ま
せ
ん
。

　
入
所
待
機
の
申
し
込
み

　
相
談
の
後
、
利
用
者
側
が
入
所
を
希

望
さ
れ
、
施
設
側
も
受
け
入
れ
可
能
と

判
断
し
ま
し
た
ら
、
入
所
待
機
の
申
し

込
み
を
行
い
、
一
旦
待
機
に
入
っ
て
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま
す
。
申
し
込
み
方

法
や
待
機
状
況
は
様
々
で
、
施
設
に
よ

っ
て
は
電
話
で
の
入
所
申
し
込
み
が
可

能
な
所
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
老
健

に
つ
い
て
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
、
時
間
を
み
つ
け
て
１
度
施
設
を

見
学
さ
れ
る
事
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
待
機
中
は

　
入
所
日
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
に
、

利
用
者
の
状
態
の
変
化
や
、
他
施
設
へ

の
入
所
決
定
等
が
あ
り
、
待
機
の
必
要

が
な
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
待
機
中

の
施
設
へ
連
絡
を
い
た
だ
け
る
と
助
か

り
ま
す
。

　
入
所
ま
で
の
大
ま
か
な
流
れ
は
、
上

記
の
様
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
参
考
に
し
て
み
て
下
さ
い
。

施設の説明に併せて
　・利用者の状態
　・要介護度（未申請の場合はお知らせください）
　・連絡先　　などお尋ねします。

※施設見学の際は事前に各施
設へ電話にてご連絡くださ
い。

協会だより 令和７年２月～

第
36
回

全
国
介
護

老
人
保
健

施
設
大
会 

主　　　催　公益社団法人全国老人保健施設協会
大会事務局　第36回全国介護老人保健施設大会 山口　大会事務局（公益社団法人全国老人保健施設協会 山口県支部）
　　　　　　〒751-0833 山口県下関市武久町2-53-8（青海荘内）　TEL：083-252-7124　FAX：083-252-7125

長府功山寺（下関市）

二
〇
二
五
年

十
一
月

二
十
七
日（
木
）･

二
十
八
日（
金
）

会 期

下
関
市
民
会
館

　
他

会 場

公
益
社
団
法
人
全
国
老
人
保
健
施
設
協
会

　
山
口
県
支
部
長

頴
原 

健

大会
会長 想

い
を
継
ぎ 

技
を
磨
き 

人
を
繋
ぐ

昭

和

百

年

、
老

健 

続
く
。

山
口
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●令和6年度第2回看護・介護部会
　開催日：令和 7 年 2 月 6 日（木）14：00 ～ 16：00
　場　所：鹿児島県医師会館 3 階中ホール及び Zoom による配信
　テーマ：「認知症高齢者へのケアと家族支援」
　講　師：竹迫　香奈　先生（鹿児島市医師会病院　認知症看護認定看護師）

●令和6年度第2回かごしま外国人材受入活躍推進会議
　開催日：令和 7 年 2 月 17 日（月）10：00 ～ 11：30
　場　所：ホテルウエルビューかごしま 2 階　潮騒
　内　容：かごしま外国人材の受入活躍推進戦略改訂等について

●第29回鹿児島県介護老人保健施設大会　
　開催日：令和 7 年 2 月 18 日（火）9：00 ～ 17：00　
　　　　　令和 7 年 2 月 19 日（水）9：00 ～ 11：35　
　場　所：鹿児島県医師会館 3 階及び 4 階
　テーマ：Just Now( じゃっどな～ ) ～ ICT と DX で繋がる笑顔と安心～
　特別講演：令和 7 年 2 月 18 日（火）15：30 ～ 17：00
　テーマ：「折れない心・心地良いチームの作り方」
　講　師：福井　寛之　先生（株式会社福ちゃん福祉 Biz 研究所　代表取締役）

●令和6年度第4回介護のお仕事促進事業
　開催日：令和 7 年 2 月 21 日（金）
　場　所：鹿児島県立種子島高等学校

●令和6年度第回理事会
　開催日：令和 7 年 3 月 6 日（木）16：30 ～
　開催方法：鹿児島県医師会館 3 階小会議室及び Zoom による配信
　議　題：令和 7 年度の事業計画（案）及び収支予算（案）等について

●令和6年度第3回事務長部会　
　開催日：令和 7 年 3 月 19 日（水）14：30 ～ 16：00（予定）
　場　所：鹿児島県医師会館 3 階中ホール及び Zoom による同時配信等によるハイブリッド方式
　テーマ：「どうなる年収の壁～今後の働き方～」
　講　師：社会保険労務士　代表取締役　江原　充志　様

●令和6年度第2回臨時会員総会　
　開催日：令和 7 年 3 月 19 日（水）16：30 ～
　開催方法：鹿児島県医師会館 3 階中ホール及び Zoom による配信
　議　題：令和 7 年度の事業計画（案）及び収支予算（案）等について

●令和6年度第2回介護助手事業に係る企画評価委員会　
　開催日：令和 7 年 3 月 25 日（火）14：00 ～
　場　所：鹿児島県医師会館 3 階中ホール　
　実績報告等：久留須　直也　准教授（鹿児島女子短期大学）

●令和7年度合同（ブロック代表事務長・研修担当委員・県大会実行委員）委員会
　開催日：令和 7 年 4 月 24 日（木）　
　場　所：鹿児島県医師会館 3 階中ホール 14：00 ～ 16：00（予定）

【ご参考】
●第24回九州ブロック介護老人保健施設大会with 熊本
　開催日：令和 7 年 7 月 10 日（木）～ 11 日（金）
　場　所：市民会館シアーズホーム夢ホール
　テーマ：やっぱりそうだよ！！老健施設　地域包括ケアのどまんなか　老健のプライド

●第36回全国介護老人保健施設大会山口
　開催日：令和 7 年 11 月 27 日（木）～ 28 日（金）
　場　所：下関市民会館他
　テーマ：昭和 100 年、老健続く。　想いを継ぎ　技を磨き　人を繋ぐ
（※）本号編集時点の情報です。やむを得ず変更する場合があります。詳細が確定次第あらためてファックスで会員施設へご案内します。
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※申し込み方法・待機状況は施設毎に異なります。施
設によっては電話で入所申し込みが可能な施設もあ
りますので、気軽にお尋ねください。しかし、老健
についてより知っていただくためにも、一度施設を
見学されることをおすすめします。

※老健の連絡先については、市町村役場介護保険窓口で紹
介してもらうことができる他、電話帳の「介護老人保健
施設」欄や、本誌巻末でも連絡先を知ることができます。

※老健には必ず「支援相談員」
がおり、入所等の相談に応
じていますので、相談時は
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に
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に
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ば
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の
で
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か
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護
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施
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い
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助
か
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。
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第
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介
護
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施
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会 

主　　　催　公益社団法人全国老人保健施設協会
大会事務局　第36回全国介護老人保健施設大会 山口　大会事務局（公益社団法人全国老人保健施設協会 山口県支部）
　　　　　　〒751-0833 山口県下関市武久町2-53-8（青海荘内）　TEL：083-252-7124　FAX：083-252-7125

長府功山寺（下関市）

二
〇
二
五
年

十
一
月

二
十
七
日（
木
）･

二
十
八
日（
金
）

会 期

下
関
市
民
会
館

　
他

会 場

公
益
社
団
法
人
全
国
老
人
保
健
施
設
協
会

　
山
口
県
支
部
長

頴
原 

健

大会
会長 想

い
を
継
ぎ 

技
を
磨
き 

人
を
繋
ぐ

昭

和

百

年

、
老

健 

続
く
。

山
口
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甑
島
列
島
の
な
か
で
最
も
広
く
て
長
い
下
甑

島
。
そ
の
北
端
に
位
置
す
る
ま
ち
が
前
回
ご
紹

介
し
た
旧
鹿
島
村
で
あ
っ
た
。
今
回
は
南
下
し

て
旧
下
甑
村
へ
向
か
お
う
。

　
下
甑
島
の
玄
関
口
と
な
る
港
は
、
長
浜
港
で

あ
り
、
定
期
船
の
寄
港
地
に
な
っ
て
い
る
。
長
浜

と
い
う
地
名
通
り
、
か
つ
て
港
の
あ
る
場
所
に

は
南
北
に
長
い
砂
浜
が
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
慶
長
７
（
１
６
０
２
）
年
に
は
マ
ニ
ラ
の
ド

ミ
ニ
コ
会
に
所
属
す
る
モ
ラ
レ
ス
宣
教
師
が
こ

の
地
に
上
陸
し
、
布
教
活
動
の
拠
点
を
築
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
す
ぐ
に
徳
川
幕
府
が
キ
リ
シ

タ
ン
禁
止
令
を
発
令
し
た
た
め
に
、
そ
の
痕
跡

は
な
く
記
念
碑
の
み
が
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
。

集
落
の
背
後
は
山
並
み
が
迫
り
、
家
々
は
斜
面

地
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
島
の
西
側
に
は
観
光
名
所
と
し
て
も
有
名
な

ナ
ポ
レ
オ
ン
岩
を
望
め
る
瀬
々
野
浦
集
落
が
あ

る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
岩
は
、地
元
の
方
々
は
「
チ
ュ

ウ
セ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
高
さ
約
１
２
２
㍍
も

あ
る
浸
食
さ
れ
た
瀬
で
あ
る
。
明
治
期
に
こ
の

瀬
を
見
た
フ
ラ
ン
ス
人
が
「
我
が
国
の
ナ
ポ
レ

オ
ン
に
似
て
い
る
」
と
し
て
名
付
け
た
と
さ
れ

て
い
る
。
集
落
か
ら
は
遠
い
場
所
に
あ
る
が
、

展
望
所
も
あ
り
、
東
シ
ナ
海
と
と
も
に
美
し
く

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
瀬
々
野
浦
集
落
の
中
で
比
較
的
平
た
ん
な
場

所
に
家
屋
が
点
在
し
、
周
辺
は
断
崖
に
囲
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
集
落
を
流
れ
る
古
町
川
沿
い
に

神
功
皇
后
を
御
祭
神
と
し
た
大
帯
姫
神
社
が
あ

る
。
朝
鮮
半
島
に
渡
ろ
う
と
し
た
神
功
皇
后
の

船
が
難
破
し
、
こ
の
地
に
た
ど
り
着
い
た
と
の

伝
説
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
神
功
皇
后
は
こ
の

地
か
ら
再
び
出
航
し
朝
鮮
半
島
に
向
か
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。

　
島
の
南
端
に
位
置
す
る
集
落
が
手
打
で
あ

る
。
手
打
集
落
は
、
江
戸
期
に
は
下
甑
島
の
行

政
に
お
け
る
中
心
で
あ
り
、
武
士
の
居
住
区
の

麓
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
現
在
も
武
家
屋
敷
通

り
と
名
付
け
ら
れ
た
通
り
が
あ
り
、
そ
こ
に
は

島
の
こ
と
を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
館

も
あ
る
。

　
通
り
の
西
端
に
は
手
打
集
落
の
守
護
神
で
あ

る
新
田
八
幡
神
社
が
あ
り
、
例
祭
で
は
棒
踊
り

の
奉
納
が
行
わ
れ
て
い
る
。
武
家
屋
敷
通
り
と

並
行
す
る
よ
う
に
東
西
に
砂
浜
が
連
続
す
る
の

が
手
打
の
地
形
的
な
特
徴
で
、
武
家
屋
敷
群
は

そ
の
海
岸
段
丘
に
広
が
っ
て
い
る
。
浜
か
ら
望

む
朝
日
と
夕
日
は
美
し
い
。
集
落
の
背
後
に
は
、

武
士
た
ち
の
菩
提
寺
だ
っ
た
常
楽
寺
跡
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
古
墓
が
点
在
し
て
い
る
。

　
ま
だ
ま
だ
ご
紹
介
し
た
い
集
落
が
点
在
し
て

い
る
が
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
。

下
甑
島
に
詰
ま
る

さ
ま
ざ
ま
な
物
語

甑
島
を
た
ず
ね
て
　後
編

南北600キロに及ぶ鹿児島
県。気候や風土、文化に歴
史にもそれぞれの地域に特
徴があり、県内をめぐるだ
けでも相当な発見がありま
す。そのような鹿児島県の
意外な魅力を様々な角度か
ら訪ねてみる連載です。

甑大橋

（
ひ
が
し
か
わ
・
り
ゅ
う
た
ろ
う
）　
１
９
７
２
年
、
鹿
児
島
市
生

ま
れ
。鹿
児
島
大
学
理
学
部
地
学
科
卒
業
。自
他
共
に
認
め
る

「
ま
ち
歩
き
」
の
プ
ロ
。ガ
イ
ド
や
講
演
会
活
動
を
通
じ
て
鹿
児

島
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。

手打海岸

新田八幡神社 長浜集落

瀬々野浦集落大帯姫神社 ナポレオン岩

下甑郷土館常楽寺跡
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「桜島フェリー」（鹿児島市）

①時間とともに桜島が迫ってくる前方の客席は満杯
②客席は飛び石連休中で、観光客であふれいました
③桜島と鹿児島市街地を１５分で結ぶフェリー
④ごぼう天は一杯７５０円
⑤名物のうどん・そばコーナーののれん
⑥鹿児島市側のフェリー乗り場

三
角
み
づ
紀
（
み
す
み
・
み
づ
き
）
　１
９
８
１
年
鹿
児
島

市
生
ま
れ
。
東
京
造
形
大
学
視
覚
伝
達
学
科
在
学
中
に
現

代
詩
手
帖
賞
、
第
１
詩
集
で
中
原
中
也
賞
を
受
賞
。
第
２

詩
集
で
南
日
本
文
学
賞
、
歴
程
新
鋭
賞
受
賞
。
著
書
多

数
。
執
筆
の
ほ
か
朗
読
活
動
も
精
力
的
に
行
い
国
内
外
の

詩
祭
に
招
致
さ
れ
る
。
近
年
は
美
術
作
品
と
し
て
詩
を
制

作
す
る
等
、
あ
ら
ゆ
る
表
現
を
現
代
詩
と
し
て
発
信
し
て

い
る
。
第
22
回
（
平
成
26
年
度
）
萩
原
朔
太
郎
賞
受
賞
。

地球という船に乗って

こ
ぼ
れ
お
ち
た

も
の
も
の

三

　角

　み
づ
紀

43

　
十
二
階
に
位
置
す
る
ホ
テ
ル
の
部
屋

ま
で
届
く
鳥
の
声
で
、
目
が
覚
め
る
。

午
前
四
時
で
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け
た
ら

ま
だ
真
っ
暗
だ
っ
た
。
あ
た
り
ま
え
だ

け
れ
ど
、
い
つ
だ
っ
て
ど
こ
か
で
な

に
か
が
生
き
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

　
冷
房
の
効
い
た
部
屋
と
、
買
い
す

ぎ
た
お
菓
子
た
ち
。
汗
が
し
み
こ
ん
だ

衣
類
は
袋
に
入
れ
て
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

に
詰
め
こ
む
。
眠
る
夫
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
、そ
っ
と
荷
物
の
整
理
を
す
る
。

　
二
〇
二
四
年
、
十
二
月
。
わ
た
し

は
タ
イ
に
滞
在
し
て
い
て
、
札
幌
の

冬
の
寒
さ
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。

今
日
で
十
日
目
に
な
り
、
明
日
に
は

飛
行
機
に
乗
っ
て
日
本
に
帰
る
。

　
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
る
詩
祭
に

招
待
さ
れ
た
旨
を
報
告
し
た
ら
、
母

か
ら
わ
た
し
も
行
き
た
い
、
と
連
絡

が
き
た
。
絶
対
に
行
こ
う
よ
、
も
う

海
外
に
は
行
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
、

父
よ
り
届
い
た
メ
ー
ル
に
は
記
さ
れ
て

い
た
。
心
臓
を
つ
か
ま
れ
て
、
ぎ
ゅ
っ

と
て
の
ひ
ら
を
握
り
し
め
た
。
昨
年
の

九
月
頃
の
こ
と
。

　
両
親
と
夫
と
四
人
で
の
タ
イ
行
き
が

決
ま
っ
て
、
慌
た
だ
し
く
旅
の
手
配
を
す

る
。
航
空
券
、
観
光
の
た
め
の
ホ
テ
ル
、

空
港
の
送
迎
。
詩
祭
中
は
慌
た
だ
し
く

て
の
ん
び
り
と
観
光
で
き
な
い
か
も
し

れ
な
い
の
で
、
開
催
日
よ
り
三
日
早
く
到

着
し
て
家
族
旅
行
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
ふ
た
を
あ
け
て
み
た
ら
、
詩
祭
の
あ

い
だ
も
観
光
ば
か
り
で
、
遊
ぶ
こ
と
で

こ
ん
な
に
も
忙
し
い
な
ん
て
は
じ
め
て

か
も
。
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
ア
ユ
タ
ヤ
遺

跡
や
パ
タ
ヤ
に
も
行
っ
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ン
ド
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
。
た
く
さ
ん
の

国
の
詩
人
た
ち
と
一
緒
に
移
動
し
、
父

も
母
も
英
語
で
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
た
。

　
十
泊
の
タ
イ
旅
行
は
長
い
と
思
っ
て

い
た
が
あ
っ
と
い
う
ま
だ
っ
た
、
と
父

が
言
う
。
イ
ベ
ン
ト
は
昨
日
で
終
わ
っ

た
か
ら
今
日
は
ホ
テ
ル
を
移
動
し
、
わ

た
し
た
ち
は
バ
ン
コ
ク
の
中
心
地
に
一

泊
す
る
。
そ
し
て
帰
国
す
る
の
だ
。

　
残
さ
れ
た
二
日
を
ど
う
過
ご
そ
う
か

考
え
つ
つ
、
わ
た
し
た
ち
に
残
さ
れ
た

日
々
は
あ
と
ど
の
く
ら
い
な
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
思
考
が
よ
ぎ
る
。
こ
の
旅
で

は
な
く
、わ
た
し
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
。

　
パ
タ
ヤ
で
は
象
に
乗
っ
た
。
首
の
部

分
に
触
れ
て
み
た
ら
、
ご
わ
ご
わ
し
た

皮
膚
に
び
っ
く
り
し
た
。
象
の
歩
行
は

ゆ
っ
く
り
と
し
て
い
て
衝
撃
が
大
き
く

て
、
そ
れ
に
も
驚
い
た
。

　
一
歩
一
歩
の
足
取
り
が
力
強
い
。
象
に

と
っ
て
そ
れ
ら
は
あ
た
り
ま
え
か
も
し

れ
な
い
。
で
も
、
生
き
て
い
る
姿
が
分
厚

い
と
思
っ
た
。
気
に
な
っ
て
調
べ
た
ら
、

ア
ジ
ア
ゾ
ウ
の
寿
命
は
六
十
歳
く
ら
い
。

　
大
き
く
揺
れ
る
身
体
が
愛
お
し
く
、

な
る
べ
く
長
生
き
を
し
て
ね
、
と
願
っ

た
。
乗
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
う
だ

な
ん
て
、
わ
た
し
た
ち
は
体
験
と
称
し

て
動
物
を
消
費
し
て
い
る
。
そ
ん
な
わ

た
し
が
願
う
の
は
矛
盾
し
て
い
る
。
わ

か
っ
て
は
、
い
る
け
れ
ど
。

「
の
り
も
の
」

地
球
に
乗
っ
て
歩
い
て

地
球
に
乗
っ
て
食
事
し

と
て
も
し
あ
わ
せ
だ
ね

そ
う
言
い
合
う
風
景
が

滑
稽
だ
っ
た
と
し
て
も

わ
た
し
は
　
わ
た
し
だ

大
き
な
舟
は
今
も
巡
る

　
儚
さ
の
な
か
で
息
を
し
て
、
は
し
ゃ

い
で
、
帰
国
し
た
ら
疲
れ
が
ど
っ
と
出

て
し
ば
ら
く
眠
り
こ
け
て
、
姉
た
ち
や

甥
や
姪
に
土
産
を
渡
し
て
、
タ
イ
の
喧

騒
は
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
ん
だ
ろ
う
。

　
そ
う
考
え
た
ら
、
ふ
い
に
お
そ
ろ
し

さ
に
包
ま
れ
る
。
生
き
て
い
る
こ
と
は

か
け
が
え
の
な
い
こ
と
だ
が
、
あ
ま
り

に
短
く
て
脆
い
。
だ
か
ら
尚
更
、
わ
た

し
は
こ
れ
か
ら
も
日
本
中
を
、
世
界
中

を
歩
い
て
い
く
。

　
お
土
産
は
派
手
な
色
を
し
た
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
に
お
さ
ま
ら
ず
、
ド
ラ
イ
マ
ン

ゴ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
夫
の
黒
い
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
の
上
に
置
い
た
。

　
鹿
児
島
市
街
地
と
桜
島
を

15
分

で
結
ぶ
桜
島
フ
ェ
リ
ー
は
昨
年
運
航

90
周
年
を
迎
え
た
。
薩
摩
・
大
隅
両

半
島
を
結
ぶ
生
活
、
防
災
航
路
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
桜
島
フ
ェ
リ
ー
自

体
が
鹿
児
島
の
貴
重
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
。

　
２
月
の
平
日
、
鹿
児
島
港
乗
り
場

か
ら
第
二
桜
島
丸（
愛
称
サ
ク
ラ

フ
ェ
ア
リ
ー
）
に
、
歩
い
て
乗
り
込

ん
だ
。
運
賃（
２
５
０
円
）
は
桜
島
側

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
支
払
う
。
か
ご
し

ま
共
通
乗
車
カ
ー
ド
の「
ラ
ピ
カ
」

が
使
え
る
か
ら
便
利
だ
。

　
客
室
に
入
る
と
多
く
の
人
で
あ
ふ

れ
返
っ
て
い
た
。
団
体
バ
ス
で
乗
り
込

ん
で
き
た
観
光
客
た
ち
だ
っ
た
。
ガ

ラ
ス
越
し
に
前
方
に
桜
島
を
望
め
ら

れ
る
座
席
は
満
席
。
デ
ッ
キ
で
は
、
寒

風
吹
き
す
さ
ぶ
な
か
桜
島
を
バ
ッ
ク

に
自
撮
り
す
る
外
国
人
が
目
立
っ
た
。

　
べ
た
な
ぎ
で
揺
れ
を
一
つ
も
感
じ

な
い
。
い
つ
も
の
こ
と
だ
け
れ
ど
、

眼
前
に
迫
っ
て
く
る
桜
島
に
圧
倒
さ

れ
る
。
こ
の
日
は
た
ま
た
ま
冠
雪
し

て
お
り
、
普
段
と
は
違
う
桜
島
の
美

し
さ
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
フ
ェ
リ
ー
の
楽
し
み
の
一
つ
が
名

物
の
う
ど
ん
・
そ
ば
。
の
れ
ん
が
掛

か
っ
た
店
に
は
、
出
発
直
後
か
ら
長

い
列
が
で
き
て
い
た
。
熱
々
の
素
う

ど
ん（
５
０
０
円
）
を
す
す
り
、
思
わ

ず「
う
ま
い
」
と
声
が
出
る
。
ち
な
み

に
か
き
あ
げ
や
ご
ぼ
う
天
な
ど
ど
っ

さ
り
の
せ
る
と
１
０
０
０
円
。

　
桜
島
側
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
は
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
が
あ
り
、

溶
岩
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
カ
レ
ー
な
ど

が
食
べ
ら
れ
、
買
い
物
も
楽
し
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
年
中
無
休
で

24
時
間
運
航
し
て

い
る
桜
島
フ
ェ
リ
ー
だ
が
、
利
用
者

減
少
で
赤
字
が
続
き
、
経
営
改
善
を

目
的
に
今
年
10
月
か
ら
深
夜
帯
の
８

便（
午
前
０
時
〜
３
時
半
発
）
が
廃

止
さ
れ
る
。

　
か
つ
て
は
湾
内
を
巡
る
寄
り
道
ク

ル
ー
ズ
や
納
涼
観
光
船
な
ど
の
企
画

も
あ
っ
た
が
今
は
な
い
。
昼
間
の
賑

わ
い
を
考
え
る
と
、
生
活
路
線
と
し

て
だ
け
で
な
く
夜
の
鹿
児
島
市
街
地

を
見
学
で
き
る
よ
う
な
観
光
活
用
が

で
き
な
い
も
の
か
と
思
っ
た
。

（
編
集
委
員
・
米
森
） 

15 

分
間
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

も
ろ

❶❷

❸

❹

❺

❻

14



「桜島フェリー」（鹿児島市）

①時間とともに桜島が迫ってくる前方の客席は満杯
②客席は飛び石連休中で、観光客であふれいました
③桜島と鹿児島市街地を１５分で結ぶフェリー
④ごぼう天は一杯７５０円
⑤名物のうどん・そばコーナーののれん
⑥鹿児島市側のフェリー乗り場

三
角
み
づ
紀
（
み
す
み
・
み
づ
き
）
　１
９
８
１
年
鹿
児
島

市
生
ま
れ
。
東
京
造
形
大
学
視
覚
伝
達
学
科
在
学
中
に
現

代
詩
手
帖
賞
、
第
１
詩
集
で
中
原
中
也
賞
を
受
賞
。
第
２

詩
集
で
南
日
本
文
学
賞
、
歴
程
新
鋭
賞
受
賞
。
著
書
多

数
。
執
筆
の
ほ
か
朗
読
活
動
も
精
力
的
に
行
い
国
内
外
の

詩
祭
に
招
致
さ
れ
る
。
近
年
は
美
術
作
品
と
し
て
詩
を
制

作
す
る
等
、
あ
ら
ゆ
る
表
現
を
現
代
詩
と
し
て
発
信
し
て

い
る
。
第
22
回
（
平
成
26
年
度
）
萩
原
朔
太
郎
賞
受
賞
。

地球という船に乗って

こ
ぼ
れ
お
ち
た

も
の
も
の

三

　角

　み
づ
紀

43

　
十
二
階
に
位
置
す
る
ホ
テ
ル
の
部
屋

ま
で
届
く
鳥
の
声
で
、
目
が
覚
め
る
。

午
前
四
時
で
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け
た
ら

ま
だ
真
っ
暗
だ
っ
た
。
あ
た
り
ま
え
だ

け
れ
ど
、
い
つ
だ
っ
て
ど
こ
か
で
な

に
か
が
生
き
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

　
冷
房
の
効
い
た
部
屋
と
、
買
い
す

ぎ
た
お
菓
子
た
ち
。
汗
が
し
み
こ
ん
だ

衣
類
は
袋
に
入
れ
て
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

に
詰
め
こ
む
。
眠
る
夫
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
、そ
っ
と
荷
物
の
整
理
を
す
る
。

　
二
〇
二
四
年
、
十
二
月
。
わ
た
し

は
タ
イ
に
滞
在
し
て
い
て
、
札
幌
の

冬
の
寒
さ
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。

今
日
で
十
日
目
に
な
り
、
明
日
に
は

飛
行
機
に
乗
っ
て
日
本
に
帰
る
。

　
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
る
詩
祭
に

招
待
さ
れ
た
旨
を
報
告
し
た
ら
、
母

か
ら
わ
た
し
も
行
き
た
い
、
と
連
絡

が
き
た
。
絶
対
に
行
こ
う
よ
、
も
う

海
外
に
は
行
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
、

父
よ
り
届
い
た
メ
ー
ル
に
は
記
さ
れ
て

い
た
。
心
臓
を
つ
か
ま
れ
て
、
ぎ
ゅ
っ

と
て
の
ひ
ら
を
握
り
し
め
た
。
昨
年
の

九
月
頃
の
こ
と
。

　
両
親
と
夫
と
四
人
で
の
タ
イ
行
き
が

決
ま
っ
て
、
慌
た
だ
し
く
旅
の
手
配
を
す

る
。
航
空
券
、
観
光
の
た
め
の
ホ
テ
ル
、

空
港
の
送
迎
。
詩
祭
中
は
慌
た
だ
し
く

て
の
ん
び
り
と
観
光
で
き
な
い
か
も
し

れ
な
い
の
で
、
開
催
日
よ
り
三
日
早
く
到

着
し
て
家
族
旅
行
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
ふ
た
を
あ
け
て
み
た
ら
、
詩
祭
の
あ

い
だ
も
観
光
ば
か
り
で
、
遊
ぶ
こ
と
で

こ
ん
な
に
も
忙
し
い
な
ん
て
は
じ
め
て

か
も
。
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
ア
ユ
タ
ヤ
遺

跡
や
パ
タ
ヤ
に
も
行
っ
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ン
ド
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
。
た
く
さ
ん
の

国
の
詩
人
た
ち
と
一
緒
に
移
動
し
、
父

も
母
も
英
語
で
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
た
。

　
十
泊
の
タ
イ
旅
行
は
長
い
と
思
っ
て

い
た
が
あ
っ
と
い
う
ま
だ
っ
た
、
と
父

が
言
う
。
イ
ベ
ン
ト
は
昨
日
で
終
わ
っ

た
か
ら
今
日
は
ホ
テ
ル
を
移
動
し
、
わ

た
し
た
ち
は
バ
ン
コ
ク
の
中
心
地
に
一

泊
す
る
。
そ
し
て
帰
国
す
る
の
だ
。

　
残
さ
れ
た
二
日
を
ど
う
過
ご
そ
う
か

考
え
つ
つ
、
わ
た
し
た
ち
に
残
さ
れ
た

日
々
は
あ
と
ど
の
く
ら
い
な
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
思
考
が
よ
ぎ
る
。
こ
の
旅
で

は
な
く
、わ
た
し
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
。

　
パ
タ
ヤ
で
は
象
に
乗
っ
た
。
首
の
部

分
に
触
れ
て
み
た
ら
、
ご
わ
ご
わ
し
た

皮
膚
に
び
っ
く
り
し
た
。
象
の
歩
行
は

ゆ
っ
く
り
と
し
て
い
て
衝
撃
が
大
き
く

て
、
そ
れ
に
も
驚
い
た
。

　
一
歩
一
歩
の
足
取
り
が
力
強
い
。
象
に

と
っ
て
そ
れ
ら
は
あ
た
り
ま
え
か
も
し

れ
な
い
。
で
も
、
生
き
て
い
る
姿
が
分
厚

い
と
思
っ
た
。
気
に
な
っ
て
調
べ
た
ら
、

ア
ジ
ア
ゾ
ウ
の
寿
命
は
六
十
歳
く
ら
い
。

　
大
き
く
揺
れ
る
身
体
が
愛
お
し
く
、

な
る
べ
く
長
生
き
を
し
て
ね
、
と
願
っ

た
。
乗
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
う
だ

な
ん
て
、
わ
た
し
た
ち
は
体
験
と
称
し

て
動
物
を
消
費
し
て
い
る
。
そ
ん
な
わ

た
し
が
願
う
の
は
矛
盾
し
て
い
る
。
わ

か
っ
て
は
、
い
る
け
れ
ど
。

「
の
り
も
の
」

地
球
に
乗
っ
て
歩
い
て

地
球
に
乗
っ
て
食
事
し

と
て
も
し
あ
わ
せ
だ
ね

そ
う
言
い
合
う
風
景
が

滑
稽
だ
っ
た
と
し
て
も

わ
た
し
は
　
わ
た
し
だ

大
き
な
舟
は
今
も
巡
る

　
儚
さ
の
な
か
で
息
を
し
て
、
は
し
ゃ

い
で
、
帰
国
し
た
ら
疲
れ
が
ど
っ
と
出

て
し
ば
ら
く
眠
り
こ
け
て
、
姉
た
ち
や

甥
や
姪
に
土
産
を
渡
し
て
、
タ
イ
の
喧

騒
は
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
ん
だ
ろ
う
。

　
そ
う
考
え
た
ら
、
ふ
い
に
お
そ
ろ
し

さ
に
包
ま
れ
る
。
生
き
て
い
る
こ
と
は

か
け
が
え
の
な
い
こ
と
だ
が
、
あ
ま
り

に
短
く
て
脆
い
。
だ
か
ら
尚
更
、
わ
た

し
は
こ
れ
か
ら
も
日
本
中
を
、
世
界
中

を
歩
い
て
い
く
。

　
お
土
産
は
派
手
な
色
を
し
た
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
に
お
さ
ま
ら
ず
、
ド
ラ
イ
マ
ン

ゴ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
夫
の
黒
い
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
の
上
に
置
い
た
。

　
鹿
児
島
市
街
地
と
桜
島
を

15
分

で
結
ぶ
桜
島
フ
ェ
リ
ー
は
昨
年
運
航

90
周
年
を
迎
え
た
。
薩
摩
・
大
隅
両

半
島
を
結
ぶ
生
活
、
防
災
航
路
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
桜
島
フ
ェ
リ
ー
自

体
が
鹿
児
島
の
貴
重
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
。

　
２
月
の
平
日
、
鹿
児
島
港
乗
り
場

か
ら
第
二
桜
島
丸（
愛
称
サ
ク
ラ

フ
ェ
ア
リ
ー
）
に
、
歩
い
て
乗
り
込

ん
だ
。
運
賃（
２
５
０
円
）
は
桜
島
側

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
支
払
う
。
か
ご
し

ま
共
通
乗
車
カ
ー
ド
の「
ラ
ピ
カ
」

が
使
え
る
か
ら
便
利
だ
。

　
客
室
に
入
る
と
多
く
の
人
で
あ
ふ

れ
返
っ
て
い
た
。
団
体
バ
ス
で
乗
り
込

ん
で
き
た
観
光
客
た
ち
だ
っ
た
。
ガ

ラ
ス
越
し
に
前
方
に
桜
島
を
望
め
ら

れ
る
座
席
は
満
席
。
デ
ッ
キ
で
は
、
寒

風
吹
き
す
さ
ぶ
な
か
桜
島
を
バ
ッ
ク

に
自
撮
り
す
る
外
国
人
が
目
立
っ
た
。

　
べ
た
な
ぎ
で
揺
れ
を
一
つ
も
感
じ

な
い
。
い
つ
も
の
こ
と
だ
け
れ
ど
、

眼
前
に
迫
っ
て
く
る
桜
島
に
圧
倒
さ

れ
る
。
こ
の
日
は
た
ま
た
ま
冠
雪
し

て
お
り
、
普
段
と
は
違
う
桜
島
の
美

し
さ
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
フ
ェ
リ
ー
の
楽
し
み
の
一
つ
が
名

物
の
う
ど
ん
・
そ
ば
。
の
れ
ん
が
掛

か
っ
た
店
に
は
、
出
発
直
後
か
ら
長

い
列
が
で
き
て
い
た
。
熱
々
の
素
う

ど
ん（
５
０
０
円
）
を
す
す
り
、
思
わ

ず「
う
ま
い
」
と
声
が
出
る
。
ち
な
み

に
か
き
あ
げ
や
ご
ぼ
う
天
な
ど
ど
っ

さ
り
の
せ
る
と
１
０
０
０
円
。

　
桜
島
側
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
は
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
が
あ
り
、

溶
岩
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
カ
レ
ー
な
ど

が
食
べ
ら
れ
、
買
い
物
も
楽
し
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
年
中
無
休
で

24
時
間
運
航
し
て

い
る
桜
島
フ
ェ
リ
ー
だ
が
、
利
用
者

減
少
で
赤
字
が
続
き
、
経
営
改
善
を

目
的
に
今
年
10
月
か
ら
深
夜
帯
の
８

便（
午
前
０
時
〜
３
時
半
発
）
が
廃

止
さ
れ
る
。

　
か
つ
て
は
湾
内
を
巡
る
寄
り
道
ク

ル
ー
ズ
や
納
涼
観
光
船
な
ど
の
企
画

も
あ
っ
た
が
今
は
な
い
。
昼
間
の
賑

わ
い
を
考
え
る
と
、
生
活
路
線
と
し

て
だ
け
で
な
く
夜
の
鹿
児
島
市
街
地

を
見
学
で
き
る
よ
う
な
観
光
活
用
が

で
き
な
い
も
の
か
と
思
っ
た
。

（
編
集
委
員
・
米
森
） 
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分
間
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観
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ッ
ト
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ろ
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ぶりのあわごの煮もの

①ブリの卵は筋、膜をとり洗い、3㌢の長さに切る。2カップの
水を沸騰させた中に30秒ほど入れ、ザルにあけ、水にとる。

②水1カップに調味料と千切りにしたショウガを入れ、①を加
え、沸騰するまで強火、沸騰したら、静かに沸騰が続く程
度に火を弱め、7、8分煮る。火からおろしそのまま冷まして
味を含ませる。

カンパチの漬け丼
生産量日本一を誇る鹿児島のカンパチは、温暖な気候と海水温
を活用し、県内各地で養殖されています。特にお茶や焼酎かす、
かんきつなど地域独特の素材を活用し飼料としている点も特徴
です。コリコリとした食感の刺し身をすりごまと共に、しょうゆ
だれに漬けこみご飯に乗せてみました。シソの葉を添えると彩り
鮮やかです。

ブリの卵を食べよい大きさに切ってから煮つけると、中の卵
が出て花が開いたようになります。卵が粟粒のように見える
のであわごと呼ばれます。煮魚のように甘からい味付けにす
ると、ご飯によくあいます。この時期のごちそうです。

ちばしのぶ　ＮＰＯ法人霧島食育研究会理事長、管理栄養士・フードコーディネーター。
「霧島・食の文化祭」「かごしま郷土料理マイスター講座」などを主宰する。
2020年千葉しのぶ鹿児島食文化スタジオを設立。著書に「はじめての郷土
料理」（燦燦舎）など。

①カンパチの刺し身は調味料に20分漬ける。
②ご飯を盛り、①とせん切りにしたしその葉を盛りつける。

●カンパチ刺し身　400㌘
●調味料
　濃い口しょうゆ、本みりん　各大さじ４、
　すり白ゴマ　大さじ４
　おろしショウガ　小さじ１
●シソの葉　4枚
●ご飯　4杯分

●ブリの卵　300㌘
●ショウガ　10㌘
●調味料
　砂糖　大さじ２
　本みりん、薄口しょうゆ　各大さじ２と1/2
●水1カップ（200cc）

レシピ
作りやすい
分量

レシピ
４人分

春編千葉 しのぶ さん

刺身用のサクを使う場合は、刺し身は薄めの大きめ
に切るとよいでしょう。

下処理で外側の筋や膜をきれいに取り除くのがポ
イントで、さっと下ゆでしてから千切りのショウガ
と一緒に煮ることで臭みなく仕上がります。

ろうけん広場ろうけん広場
エネルギーをもらったり、癒やされたりする「パ
ワースポット」が人気。最近立ち寄ったパワー
スポットを紹介します。　　　（編集委員・米森）

大汝牟遅神社の本殿とご神木（右）

霧島東神社本殿霧島東神社のご神木

　神代の昔、ニニギノミコトがしばらく宮居された場所と
の伝説があります。病気平癒、長寿の祈願をする人たち
が多く訪れるとか。社殿右側の大楠はご神木で、三度な
でて願い事を念じるといいそうです。圧倒される大きさの
幹をさすってきました。願い叶うかな。

　主祭神はイザナギノミコト、イザナミノミコト。霧
島山を信仰の対象として創建されたとか。高千穂峰山
頂を飛び地境内としており、山頂の「天之逆鉾」は神
社の社宝として祀られています。霧島山で修行をする
修験者たちの拠点だったとか。境内から御池が望め、
すがすがしい空気に清められた気分になりました。

　古宮址は高千穂河原にあった霧島神宮の跡地。厳
かな雰囲気が漂い、パワースポットとして人気があ
ります。この地にあった霧島神宮は噴火で焼け、現
在の場所に移りました。古宮址では今も祭祀が行わ
れています。写真は知人から借りた冬景色の古宮址
です。

おおなむち

桜島の月讀神社

霧島神宮古宮址

日置市吹上町中原

宮崎県高原町祓川

　桜島港のフェリーターミナルから徒歩２分ほど。ご祭神
はツキヨミノミコト。桜島の名の由来とも言われるコノハ
ナサクヤヒメも祀られています。交通安全、縁結びの神様
とされ、大正噴火で赤水字宮坂にあった本殿が溶岩に埋ま
り、現在地に移転しました。フェリー乗船を楽しんだ後、
お参りし、幸せな気分に浸れました。

つきよみ　
鹿児島市桜島横山町

こぐうし
霧島市霧島田口
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㈱カクイックスウィング 作業療法士、福祉用具プランナー管理指導者　湯脇　稔

介護用品

介護用品あれこれ

～２WAYタイプの除菌・抗菌ミストガンのご紹介～

はじめに
今回紹介させていただく介護用品は、熊本県で銀イオンを活用した除菌・抗菌・消臭機器など
の製造販売を事業展開しておられる「株式会社ピカッシュ」の 2WAY タイプの除菌・抗菌ミ
ストガン「ナノ・ジーラ」になります。

ナノ・ジーラの特徴
・「除菌・抗菌作業の新方式」ふき取りいらずの Ag＋プロテクト
微粒子ミストで除菌・抗菌作業後のふき取りが不要になりました。
・2WAY タイプの除菌・抗菌ミストガン
噴射式のミストガン機能に加え、据え置き式で自動的に空間へ銀イオンミストを噴霧し、隅々
まで除菌・抗菌コーティングします。適用範囲：28 ㎡（約 16 畳）
・中性成分で素材に優しい専用銀イオン除菌液使用
　専用の「SMAILE ONE 除菌液」は、アルコールや次亜塩素酸ナトリウムと比較して、効果
持続性や低刺激性に優れ、中性成分なので素材を痛めにくく、様々な場所でお使いいただけま
す。

 

ナノ・ジーラについて
・ナノ・ジーラは銀イオン除菌液を超微粒子でミストガン噴射、または据え置きで超微粒
子銀イオン除菌液を噴霧する 2WAY の使用ができます。
・銀イオン除菌液は 99.99% の除菌効果があり、抗菌・抗ウイルス効果も高く、1 回の噴霧で
24 時間以上の効果持続試験結果も出ています。
・臭いが気になる場所でも銀イオンの高い消臭効果を活用でき、カビの発生も防げます。
・ふき取りが必要だった除菌・抗菌作業が超微粒子の銀イオン噴霧により「ふき取り作業
をしなくていい」ことから作業省力化、省コスト化につながります。

ナノ・ジーラ　スターターキット 24,200 円（消費税込）　( 本体 1 台／専用除菌液 5ℓ)
【付属品】
充電用 USB アダプター／ケーブル／給水芯 ( 交換用 )

＊文・写真 株式会社 ケープ 商品説明資料及びカタログより引用。
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薩摩川内市

さつま町

いちき串木野市

日置市

霧島市

姶
良
市

湧水町

伊佐市

⑯グレースホーム
〒895-1106　薩摩川内市東郷町斧渕8920番地
☎0996-21-6311　FAX 0996-21-6313
上村病院
グレースホーム訪問看護ステーション
グレースホーム居宅介護支援事業所

⑰ゆくさ白浜
〒896-0064　いちき串木野市羽島265-15
☎0996-35-0800　FAX 0996-31-0070
えんでん内科クリニック
（居宅介護支援事業・訪問介護事業）
グループホームもぜ

④長生園ナーシングセンター
〒895-0076　薩摩川内市大小路町51-3
☎0996-22-1121　FAX 0996-22-1120
永井病院
在宅介護支援センター 長生園
グループホーム 自立の家

⑧グリーンライフ川内
〒895-0065　薩摩川内市宮内町磯田2633
☎0996-20-2500　FAX 0996-20-2570
今村クリニック（整形外科）
薩摩川内市在宅介護支援センター
薩摩川内市ホームヘルパー事業（老人と障害者）

前原総合医療病院
グループホーム あったかハウス
訪問看護ゆの里・訪問介護ふる里

⑦シルバーセンター光の里
〒899-2503　日置市伊集院町妙円寺1丁目1-6
☎099-273-5600　FAX 099-273-5700

⑩グラン・ベリテひわき
〒895-1203　薩摩川内市樋脇町市比野2995
☎0996-38-2500　FAX 0996-38-2600
市比野記念病院
翠泉苑（特別養護老人ホーム）
指月苑（養護老人ホーム）

立志病院
鶴田町在宅介護支援センター
居宅介護支援事業所　パラディーノほたるの里

⑨パラディーノほたるの里
〒895-2104　薩摩郡さつま町柏原493-5
☎0996-53-1010　FAX 0996-53-1007

⑫アンダンテ伊集院
〒899-2503　日置市伊集院町妙円寺3-1303-10
☎099-272-5181　FAX 099-272-5999
湯田内科病院
ケアセンターリエゾン日置
（居宅介護支援事業・訪問介護事業）

⑪湯の浦ナーシングホーム
〒899-3303　日置市吹上町湯之浦1353
☎099-296-5411　FAX 099-296-5422
外科　馬場病院
居宅介護支援事業所
（湯の浦ナーシングホーム・馬場病院）

鹿 児 島 地 区

③ニューライフいずみ
〒899-0217　出水市平和町336-1
☎0996-63-8000　FAX 0996-63-3161
吉井整形外科内科中央病院
ユニット型老健グランアージュ
鶴寿園（特別養護老人ホーム）

⑤回生苑
〒899-1611　阿久根市赤瀬川551
☎0996-72-1661　FAX 0996-73-3788
内山病院
阿久根市在宅介護支援センター
桜ヶ丘荘（特別養護老人ホーム）

⑬ラ・フォンテいずみ
〒899-0214　出水市五万石町281
☎0996-62-7005　FAX 0996-62-7008
しもぞのクリニック
ラ・フォンテいずみ居宅介護支援事業所

⑭グリーンフォレストみかさ
〒899-1131　阿久根市脇本字柞木迫6313-1
☎0996-75-3222　FAX 0996-75-3238
黒木胃腸科外科医院
グリーンフォレストみかさ訪問看護ステーション
阿久根市在宅介護支援センターみかさ

⑮ライフハーバーいちき
〒899-2103　いちき串木野市大里2901-2
☎0996-36-5353　FAX 0996-36-5352
丸田病院
吹上園・市来松寿園
市来町在宅介護支援センター

植村病院
ケアハウス出会い坂
居宅介護支援・訪問介護センター草牟田出会い坂

①城山老健
〒890-0014　鹿児島市草牟田1-4-10
☎099-225-3582　FAX 099-224-4096

②スイートケアなかよし
〒890-0005　鹿児島市下伊敷1-1-5
☎099-223-3390　FAX 099-222-6541
玉水会病院
いしき訪問看護ステーション

土橋病院
居宅支援事業所（居宅支援・訪問看護・訪問介護）
デイサービスセンター　ケアガーデン西田

③城西ナーシングホーム
〒890-0046　鹿児島市西田1-16-1
☎099-258-9180　FAX 099-257-5712

宮之原循環器内科
串木野市在宅介護支援センター
慈正会居宅介護支援事業所

〒896-0002　いちき串木野市春日町63
☎0996-32-8841　FAX 0996-32-8873

⑥さるびあ苑

あなたの地域の介護老人保健施設 76カ所あなたの地域の介護老人保健施設 76カ所

⑧青雲荘
〒899-5431　姶良市西餅田3024番地1
☎0995-65-8181　FAX 0995-64-5255
青雲会病院
居宅介護支援事業所青雲

①クオリエ
〒895-1804　薩摩郡さつま町船木2311-8
☎0996-52-1100　FAX 0996-52-1134
クオラリハビリテーション病院
訪問看護・リハクオラＵ
グループホームアリエ

日置・川薩・北薩地区

①はやひと
〒895-2504　伊佐市大口青木3022-33
☎0995-22-8000　FAX 0995-22-4868
大口温泉リハビリテーション病院
ことぶき園（特別養護老人ホーム）
グリーンハイツ周山（ケアハウス）

②寿芳苑
〒899-6202　姶良郡湧水町北方1857
☎0995-74-3300　FAX 0995-54-1236
あいらの森ホスピタル
グリーン光芳（特別養護老人ホーム）
グループホーム愛の里

③希望の里
〒899-5111　霧島市隼人町姫城2-157
☎0995-43-1600　FAX 0995-43-2359
隼人温泉病院（療養型病床あり）
訪問看護ステーション姫城
グループホーム「ゆうゆう」

④シルバータウン加治木
〒899-5241　姶良市加治木町木田4719-1
☎0995-62-5755　FAX 0995-62-5756
加治木温泉病院
加治木望岳園（特別養護老人ホーム）
龍門の里（軽費老人ホームＡ型）

⑤きりしま
〒899-4201　霧島市霧島田口2115-1
☎0995-57-3410　FAX 0995-57-3415
霧島杉安病院
訪問看護ステーションあんしん
グループホームゆめ

⑥サンライトホーム
〒899-6603　霧島市牧園町高千穂3617
☎0995-78-3811　FAX 0995-78-3387
霧島桜ヶ丘病院
霧島青葉園（身体障害者療護施設）
霧島青寿園（介護老人福祉施設）

⑦ろうけん姶良
〒899-5652　姶良市平松5062
☎0995-65-8091　FAX 0995-67-1474
希望ヶ丘病院
居宅介護支援事業所ろうけん姶良
訪問介護事業所ろうけん姶良

⑨アメニティ国分
〒899-4301　霧島市国分重久361-1
☎0995-64-0666　FAX 0995-45-4515
鵜木医院（指定介護療養型医療施設）
うのきデイサービス（認知症専用）
ヘルパーステーションアメニティ国分

⑩ろうけん大楠
〒899-5304　姶良市蒲生町下久徳1249-1
☎0995-54-3333　FAX 0995-54-3338
ろうけん大楠グループホーム「たんぽぽ」
ろうけん大楠居宅介護支援事業所
大楠苑（特別養護老人ホーム）

②あじさい苑
〒895-0023　薩摩川内市横馬場町8-11
☎0996-23-6000　FAX 0996-23-6373
薩摩川内市在宅介護支援センターあじさい
きららクリニック
グループホームそら

伊佐・姶良地区
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薩摩川内市

さつま町

いちき串木野市

日置市

霧島市

姶
良
市

湧水町

伊佐市

⑯グレースホーム
〒895-1106　薩摩川内市東郷町斧渕8920番地
☎0996-21-6311　FAX 0996-21-6313
上村病院
グレースホーム訪問看護ステーション
グレースホーム居宅介護支援事業所

⑰ゆくさ白浜
〒896-0064　いちき串木野市羽島265-15
☎0996-35-0800　FAX 0996-31-0070
えんでん内科クリニック
（居宅介護支援事業・訪問介護事業）
グループホームもぜ

④長生園ナーシングセンター
〒895-0076　薩摩川内市大小路町51-3
☎0996-22-1121　FAX 0996-22-1120
永井病院
在宅介護支援センター 長生園
グループホーム 自立の家

⑧グリーンライフ川内
〒895-0065　薩摩川内市宮内町磯田2633
☎0996-20-2500　FAX 0996-20-2570
今村クリニック（整形外科）
薩摩川内市在宅介護支援センター
薩摩川内市ホームヘルパー事業（老人と障害者）

前原総合医療病院
グループホーム あったかハウス
訪問看護ゆの里・訪問介護ふる里

⑦シルバーセンター光の里
〒899-2503　日置市伊集院町妙円寺1丁目1-6
☎099-273-5600　FAX 099-273-5700

⑩グラン・ベリテひわき
〒895-1203　薩摩川内市樋脇町市比野2995
☎0996-38-2500　FAX 0996-38-2600
市比野記念病院
翠泉苑（特別養護老人ホーム）
指月苑（養護老人ホーム）

立志病院
鶴田町在宅介護支援センター
居宅介護支援事業所　パラディーノほたるの里

⑨パラディーノほたるの里
〒895-2104　薩摩郡さつま町柏原493-5
☎0996-53-1010　FAX 0996-53-1007

⑫アンダンテ伊集院
〒899-2503　日置市伊集院町妙円寺3-1303-10
☎099-272-5181　FAX 099-272-5999
湯田内科病院
ケアセンターリエゾン日置
（居宅介護支援事業・訪問介護事業）

⑪湯の浦ナーシングホーム
〒899-3303　日置市吹上町湯之浦1353
☎099-296-5411　FAX 099-296-5422
外科　馬場病院
居宅介護支援事業所
（湯の浦ナーシングホーム・馬場病院）

鹿 児 島 地 区

③ニューライフいずみ
〒899-0217　出水市平和町336-1
☎0996-63-8000　FAX 0996-63-3161
吉井整形外科内科中央病院
ユニット型老健グランアージュ
鶴寿園（特別養護老人ホーム）

⑤回生苑
〒899-1611　阿久根市赤瀬川551
☎0996-72-1661　FAX 0996-73-3788
内山病院
阿久根市在宅介護支援センター
桜ヶ丘荘（特別養護老人ホーム）

⑬ラ・フォンテいずみ
〒899-0214　出水市五万石町281
☎0996-62-7005　FAX 0996-62-7008
しもぞのクリニック
ラ・フォンテいずみ居宅介護支援事業所

⑭グリーンフォレストみかさ
〒899-1131　阿久根市脇本字柞木迫6313-1
☎0996-75-3222　FAX 0996-75-3238
黒木胃腸科外科医院
グリーンフォレストみかさ訪問看護ステーション
阿久根市在宅介護支援センターみかさ

⑮ライフハーバーいちき
〒899-2103　いちき串木野市大里2901-2
☎0996-36-5353　FAX 0996-36-5352
丸田病院
吹上園・市来松寿園
市来町在宅介護支援センター

植村病院
ケアハウス出会い坂
居宅介護支援・訪問介護センター草牟田出会い坂

①城山老健
〒890-0014　鹿児島市草牟田1-4-10
☎099-225-3582　FAX 099-224-4096

②スイートケアなかよし
〒890-0005　鹿児島市下伊敷1-1-5
☎099-223-3390　FAX 099-222-6541
玉水会病院
いしき訪問看護ステーション

土橋病院
居宅支援事業所（居宅支援・訪問看護・訪問介護）
デイサービスセンター　ケアガーデン西田

③城西ナーシングホーム
〒890-0046　鹿児島市西田1-16-1
☎099-258-9180　FAX 099-257-5712

宮之原循環器内科
串木野市在宅介護支援センター
慈正会居宅介護支援事業所

〒896-0002　いちき串木野市春日町63
☎0996-32-8841　FAX 0996-32-8873

⑥さるびあ苑

あなたの地域の介護老人保健施設 76カ所あなたの地域の介護老人保健施設 76カ所

⑧青雲荘
〒899-5431　姶良市西餅田3024番地1
☎0995-65-8181　FAX 0995-64-5255
青雲会病院
居宅介護支援事業所青雲

①クオリエ
〒895-1804　薩摩郡さつま町船木2311-8
☎0996-52-1100　FAX 0996-52-1134
クオラリハビリテーション病院
訪問看護・リハクオラＵ
グループホームアリエ

日置・川薩・北薩地区

①はやひと
〒895-2504　伊佐市大口青木3022-33
☎0995-22-8000　FAX 0995-22-4868
大口温泉リハビリテーション病院
ことぶき園（特別養護老人ホーム）
グリーンハイツ周山（ケアハウス）

②寿芳苑
〒899-6202　姶良郡湧水町北方1857
☎0995-74-3300　FAX 0995-54-1236
あいらの森ホスピタル
グリーン光芳（特別養護老人ホーム）
グループホーム愛の里

③希望の里
〒899-5111　霧島市隼人町姫城2-157
☎0995-43-1600　FAX 0995-43-2359
隼人温泉病院（療養型病床あり）
訪問看護ステーション姫城
グループホーム「ゆうゆう」

④シルバータウン加治木
〒899-5241　姶良市加治木町木田4719-1
☎0995-62-5755　FAX 0995-62-5756
加治木温泉病院
加治木望岳園（特別養護老人ホーム）
龍門の里（軽費老人ホームＡ型）

⑤きりしま
〒899-4201　霧島市霧島田口2115-1
☎0995-57-3410　FAX 0995-57-3415
霧島杉安病院
訪問看護ステーションあんしん
グループホームゆめ

⑥サンライトホーム
〒899-6603　霧島市牧園町高千穂3617
☎0995-78-3811　FAX 0995-78-3387
霧島桜ヶ丘病院
霧島青葉園（身体障害者療護施設）
霧島青寿園（介護老人福祉施設）

⑦ろうけん姶良
〒899-5652　姶良市平松5062
☎0995-65-8091　FAX 0995-67-1474
希望ヶ丘病院
居宅介護支援事業所ろうけん姶良
訪問介護事業所ろうけん姶良

⑨アメニティ国分
〒899-4301　霧島市国分重久361-1
☎0995-64-0666　FAX 0995-45-4515
鵜木医院（指定介護療養型医療施設）
うのきデイサービス（認知症専用）
ヘルパーステーションアメニティ国分

⑩ろうけん大楠
〒899-5304　姶良市蒲生町下久徳1249-1
☎0995-54-3333　FAX 0995-54-3338
ろうけん大楠グループホーム「たんぽぽ」
ろうけん大楠居宅介護支援事業所
大楠苑（特別養護老人ホーム）

②あじさい苑
〒895-0023　薩摩川内市横馬場町8-11
☎0996-23-6000　FAX 0996-23-6373
薩摩川内市在宅介護支援センターあじさい
きららクリニック
グループホームそら

伊佐・姶良地区
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⑤吉田ナーシングホーム
〒891-1304　鹿児島市本名町472
☎099-294-4561　FAX 099-294-4562
ケアプランセンター木蓮
ヘルパーステーション　ゆうばえ

鹿児島市在宅介護支援センターさくらんぼ
ヘルパーステーションさくらんぼ
居宅介護支援事業所さくらんぼ

④さくらんぼ
〒892-0873　鹿児島市下田町1759
☎099-244-8811　FAX 099-244-8700

⑥フレンドホーム
〒891-0104　鹿児島市山田町450
☎099-260-6000　FAX 099-268-1540
Tsukasa Health Care Hospital

⑦鴨池慈風苑
〒890-0068　鹿児島市東郡元町11-6
☎099-252-8291　FAX 099-252-5526
厚地脳神経外科病院
厚地リハビリテーション病院
在宅介護支援センター鴨池慈風苑

居宅介護支援事業所（居宅支援・訪問看護・訪問介護）
谷山病院
いづろ今村病院・今村総合病院

⑧愛と結の街
〒891-0111　鹿児島市小原町8-3
☎099-260-6060　FAX 099-284-5689

大勝病院
訪問看護ステーション真砂本町
介護相談センター真砂本町

⑨ひまわり
〒890-0067　鹿児島市真砂本町3-81
☎099-285-2211　FAX 099-258-7971

米盛病院
マロニエ訪問看護ステーション「護国」
整形外科米盛病院居宅介護支援事業所

⑩まろにえ
〒890-0014　鹿児島市草牟田2-26-45
☎099-226-3270　FAX 099-226-3271

日高病院
介護相談センター西千石
ヘルパーステーション西千石

⑪西千石
〒892-0847　鹿児島市西千石町8-13
☎099-223-3300　FAX 099-223-3560

中央病院
桜島病院
桜島苑（特別養護老人ホーム）

⑫あさひ
〒892-0822　鹿児島市泉町8-2
☎099-225-8660　FAX 099-225-8601

田上記念病院
居宅介護支援事業所はるかぜ
クレセール天保山（介護付有料老人ホーム）

⑬ナーシングホーム田上苑
〒890-0032　鹿児島市西陵6-21-18
☎099-283-0120　FAX 099-283-0517

中村（哲）産婦人科・内科
博悠会温泉病院
特別養護老人ホーム城山苑

⑭ナーシングホーム城山の森
〒892-0854　鹿児島市長田町223
☎099-219-1122　FAX 099-219-1123

明輝会クリニック
グループホーム帯迫＆ひばり
小規模多機能ホームひばり

⑮ろうけん青空
〒892-0871　鹿児島市吉野町6040番地7
☎099-243-4330　FAX 099-243-5599

特別養護老人ホーム喜入の里
新田クリニック
小規模多機能 前之浜

⑯サンシャインきいれ
〒891-0205　鹿児島市喜入前之浜町7808-1
☎0993-43-1176　FAX 0993-43-1186

あなたの地域の介護老人保健施設 76カ所あなたの地域の介護老人保健施設 76カ所

⑰光徳苑
〒891-0141　鹿児島市谷山中央2-4515
☎099-260-9777　FAX 099-260-5093

肝付町

曽於市

垂水市

鹿屋市

志布志町
志布志市

南大隅町

錦江町

肝属郡医師会立病院
居宅介護支援事業所みなみかぜ

⑩みなみかぜ
〒893-2301　肝属郡錦江町神川88-1
☎0994-22-3100　FAX 0994-22-3105

曽於・肝属地区

南 薩 地 区

高原病院
末吉町在宅介護支援センター
末吉訪問看護ステーション

①高原ナーシングホーム
〒899-8602　曽於市末吉町栄町2-11-1
☎0986-76-1170　FAX 0986-76-6530

鹿屋訪問看護ステーション
居宅介護支援事業所ひだまり

②ナーシングホームひだまり
〒893-0024　鹿屋市下祓川町1853
☎0994-41-1200　FAX 0994-41-1727

昭南病院
大隅地域訪問看護ステーション

③ケアセンターやごろう苑
〒899-8102　曽於市大隅町岩川5515
☎0994-82-5963　FAX 0994-82-5964

春陽会中央病院
高山町在宅介護支援センター
訪問看護ステーションたんぽぽ

④老春苑
〒893-1207　肝属郡肝付町新富525
☎0994-65-1500　FAX 0994-65-1160

恒心会おぐら病院
居宅介護支援事業所ヴィラかのや
訪問看護ステーションことぶき

⑤ヴィラかのや
〒893-0014　鹿屋市寿8-21-2
☎0994-44-0021　FAX 0994-44-1226

病院芳春苑（精神科）
ケアハウスぬくもり
グループホーム南の家族

⑥つわぶき
〒899-7103　志布志市志布志町志布志1-13-3
☎099-472-5666　FAX 099-473-3494

グループホームきらら
長﨑内科
陵幸園（特別養護老人ホーム）

⑦おさしお
〒893-1103　鹿屋市吾平町麓3766-1
☎0994-58-5858　FAX 0994-58-5501

平和台病院
介護保険相談センターハーモニーガーデン

⑧ハーモニーガーデン
〒893-0014　鹿屋市寿4-1-43
☎0994-41-7800　FAX 0994-41-7802

垂水市立医療センター、垂水中央病院
垂水市立在宅介護支援センターコスモス苑
居宅介護支援事業所コスモス苑

⑨コスモス苑
〒891-2124　垂水市錦江町1-140
☎0994-32-5200　FAX 0994-32-5280

はるびゅうクリニック
訪問看護ステーションふるる
居宅介護支援事業所サンセリテのがた

⑪サンセリテのがた
〒899-8313　曾於郡大崎町野方6047-3
☎0994-71-0088　FAX 0994-78-3201

曽於医師会立訪問看護ステーション
曽於医師会立居宅介護支援事業所

⑫ありあけ苑
〒899-7402　志布志市有明町野井倉8288-1
☎099-477-2331　FAX 099-477-2335

池田温泉クリニック
グループホームひまわり苑
小規模多機能ホームひまわりの里

⑬絆
〒891-2104　垂水市田神3536番地1
☎0994-32-6161　FAX 0994-32-6163

今林整形外科病院
明正会介護支援ネットワーク菜の花
（居宅介護支援事業所）

①指宿温泉菜の花苑
〒891-0402　指宿市十町418-1
☎0993-24-3255　FAX 0993-22-3239
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⑤吉田ナーシングホーム
〒891-1304　鹿児島市本名町472
☎099-294-4561　FAX 099-294-4562
ケアプランセンター木蓮
ヘルパーステーション　ゆうばえ

鹿児島市在宅介護支援センターさくらんぼ
ヘルパーステーションさくらんぼ
居宅介護支援事業所さくらんぼ

④さくらんぼ
〒892-0873　鹿児島市下田町1759
☎099-244-8811　FAX 099-244-8700

⑥フレンドホーム
〒891-0104　鹿児島市山田町450
☎099-260-6000　FAX 099-268-1540
Tsukasa Health Care Hospital

⑦鴨池慈風苑
〒890-0068　鹿児島市東郡元町11-6
☎099-252-8291　FAX 099-252-5526
厚地脳神経外科病院
厚地リハビリテーション病院
在宅介護支援センター鴨池慈風苑

居宅介護支援事業所（居宅支援・訪問看護・訪問介護）
谷山病院
いづろ今村病院・今村総合病院

⑧愛と結の街
〒891-0111　鹿児島市小原町8-3
☎099-260-6060　FAX 099-284-5689

大勝病院
訪問看護ステーション真砂本町
介護相談センター真砂本町

⑨ひまわり
〒890-0067　鹿児島市真砂本町3-81
☎099-285-2211　FAX 099-258-7971

米盛病院
マロニエ訪問看護ステーション「護国」
整形外科米盛病院居宅介護支援事業所

⑩まろにえ
〒890-0014　鹿児島市草牟田2-26-45
☎099-226-3270　FAX 099-226-3271

日高病院
介護相談センター西千石
ヘルパーステーション西千石

⑪西千石
〒892-0847　鹿児島市西千石町8-13
☎099-223-3300　FAX 099-223-3560

中央病院
桜島病院
桜島苑（特別養護老人ホーム）

⑫あさひ
〒892-0822　鹿児島市泉町8-2
☎099-225-8660　FAX 099-225-8601

田上記念病院
居宅介護支援事業所はるかぜ
クレセール天保山（介護付有料老人ホーム）

⑬ナーシングホーム田上苑
〒890-0032　鹿児島市西陵6-21-18
☎099-283-0120　FAX 099-283-0517

中村（哲）産婦人科・内科
博悠会温泉病院
特別養護老人ホーム城山苑

⑭ナーシングホーム城山の森
〒892-0854　鹿児島市長田町223
☎099-219-1122　FAX 099-219-1123

明輝会クリニック
グループホーム帯迫＆ひばり
小規模多機能ホームひばり

⑮ろうけん青空
〒892-0871　鹿児島市吉野町6040番地7
☎099-243-4330　FAX 099-243-5599

特別養護老人ホーム喜入の里
新田クリニック
小規模多機能 前之浜

⑯サンシャインきいれ
〒891-0205　鹿児島市喜入前之浜町7808-1
☎0993-43-1176　FAX 0993-43-1186

あなたの地域の介護老人保健施設 76カ所あなたの地域の介護老人保健施設 76カ所

⑰光徳苑
〒891-0141　鹿児島市谷山中央2-4515
☎099-260-9777　FAX 099-260-5093

肝付町

曽於市

垂水市

鹿屋市

志布志町
志布志市

南大隅町

錦江町

肝属郡医師会立病院
居宅介護支援事業所みなみかぜ

⑩みなみかぜ
〒893-2301　肝属郡錦江町神川88-1
☎0994-22-3100　FAX 0994-22-3105

曽於・肝属地区

南 薩 地 区

高原病院
末吉町在宅介護支援センター
末吉訪問看護ステーション

①高原ナーシングホーム
〒899-8602　曽於市末吉町栄町2-11-1
☎0986-76-1170　FAX 0986-76-6530

鹿屋訪問看護ステーション
居宅介護支援事業所ひだまり

②ナーシングホームひだまり
〒893-0024　鹿屋市下祓川町1853
☎0994-41-1200　FAX 0994-41-1727

昭南病院
大隅地域訪問看護ステーション

③ケアセンターやごろう苑
〒899-8102　曽於市大隅町岩川5515
☎0994-82-5963　FAX 0994-82-5964

春陽会中央病院
高山町在宅介護支援センター
訪問看護ステーションたんぽぽ

④老春苑
〒893-1207　肝属郡肝付町新富525
☎0994-65-1500　FAX 0994-65-1160

恒心会おぐら病院
居宅介護支援事業所ヴィラかのや
訪問看護ステーションことぶき

⑤ヴィラかのや
〒893-0014　鹿屋市寿8-21-2
☎0994-44-0021　FAX 0994-44-1226

病院芳春苑（精神科）
ケアハウスぬくもり
グループホーム南の家族

⑥つわぶき
〒899-7103　志布志市志布志町志布志1-13-3
☎099-472-5666　FAX 099-473-3494

グループホームきらら
長﨑内科
陵幸園（特別養護老人ホーム）

⑦おさしお
〒893-1103　鹿屋市吾平町麓3766-1
☎0994-58-5858　FAX 0994-58-5501

平和台病院
介護保険相談センターハーモニーガーデン

⑧ハーモニーガーデン
〒893-0014　鹿屋市寿4-1-43
☎0994-41-7800　FAX 0994-41-7802

垂水市立医療センター、垂水中央病院
垂水市立在宅介護支援センターコスモス苑
居宅介護支援事業所コスモス苑

⑨コスモス苑
〒891-2124　垂水市錦江町1-140
☎0994-32-5200　FAX 0994-32-5280

はるびゅうクリニック
訪問看護ステーションふるる
居宅介護支援事業所サンセリテのがた

⑪サンセリテのがた
〒899-8313　曾於郡大崎町野方6047-3
☎0994-71-0088　FAX 0994-78-3201

曽於医師会立訪問看護ステーション
曽於医師会立居宅介護支援事業所

⑫ありあけ苑
〒899-7402　志布志市有明町野井倉8288-1
☎099-477-2331　FAX 099-477-2335

池田温泉クリニック
グループホームひまわり苑
小規模多機能ホームひまわりの里

⑬絆
〒891-2104　垂水市田神3536番地1
☎0994-32-6161　FAX 0994-32-6163

今林整形外科病院
明正会介護支援ネットワーク菜の花
（居宅介護支援事業所）

①指宿温泉菜の花苑
〒891-0402　指宿市十町418-1
☎0993-24-3255　FAX 0993-22-3239
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⑥⑧

奄美市

奄美市

南さつま市

南九州市

伊仙町

天
城
町

徳
之
島
町

⑨サザンケアセンター
〒898-0011　枕崎市緑町236
☎0993-72-8855　FAX 0993-72-9233

⑩指宿温泉ケアサポート
〒891-0311　指宿市西方1050番地
☎0993-25-3653　FAX 0993-25-5393

サザン・リージョン病院
サザン訪問看護ステーション
南方園（介護老人福祉施設）

医療法人聖仁会

熊毛・大島地区

菊野病院
寿光苑在宅介護支援センター

②かわなべ寿光苑
〒897-0221　南九州市川辺町田部田4848-4
☎0993-56-4311　FAX 0993-56-4331

小原病院
立神リハビリテーション温泉病院
ピースフル立神（介護老人福祉施設）

③エスポワール立神
〒898-0048　枕崎市火之神町630
☎0993-73-2266　FAX 0993-73-2265

指宿竹元病院
指宿みどり館（認知症高齢者グループホーム）
老人性認知症センター

④指宿やすらぎ園
〒891-0304　指宿市東方7531
☎0993-24-5593　FAX 0993-24-5912

アルテンハイムリハビリテーションクリニック本町
加世田アルテンハイム
グループホーム なでしこ

⑤ラポール吉井
〒897-0001　南さつま市加世田村原1丁目10-10
☎0993-53-8888　FAX 0993-53-8788

ちらんクリニック

⑥シルバーライフちらん
〒891-0911　南九州市知覧町塩屋16016
☎0993-85-4095　FAX 0993-85-4096

大迫医院
フレンドリーハウス のぎく（グループホーム）
特別養護老人ホーム 石垣の里

⑦さつま野菊園
〒897-1302　南さつま市笠沙町赤生木11372-397
☎0993-63-1000　FAX 0993-63-1950

指宿浩然会病院
指宿訪問看護ステーション
居宅介護支援事業所

⑧ヴァンベールみどりの風
〒891-0514　指宿市山川大山2056-4
☎0993-35-3355　FAX 0993-35-3522

社会医療法人義順顕彰会 種子島医療センター
わらび苑居宅介護支援事業所

①わらび苑
〒891-3101　西之表市西之表2981-1
☎0997-22-2600　FAX 0997-22-2601

福山医院

②沖永良部寿恵苑
〒891-9112　大島郡和泊町和泊95-1
☎0997-92-3691　FAX 0997-92-3650

虹の丘訪問介護事業所
虹の丘居宅介護支援事業所
在宅介護支援センター虹の丘

③虹の丘
〒894-0046　奄美市名瀬小宿字苗代田3416-1
☎0997-54-8888　FAX 0997-54-8800

龍美クリニック

④風花苑
〒891-9306　大島郡与論町麦屋字風花1305-5
☎0997-97-5011　FAX 0997-97-5012

奄美中央病院
南大島診療所

⑤せとうち
〒894-0036　大島郡瀬戸内町大字阿木名1975
☎0997-73-1155　FAX 0997-72-4913

朝沼クリニック（診療所）
居宅介護支援事業所たちがみ
在宅介護支援センターたちがみ

⑥アマンデー
〒894-0504　奄美市笠利町節田字大湊1451-1
☎0997-63-1555　FAX 0997-63-0099

医療法人南溟会　宮上病院
社会福祉法人奄美同仁会  特別養護老人ホーム  南風園

⑦サザンコート
〒891-7101　大島郡徳之島町亀津7268
☎0997-83-0061　FAX 0997-83-0093

秋名の郷通所リハビリテーション
秋名の郷訪問介護事業所

⑧秋名の郷
〒894-0332　大島郡龍郷町幾里字浜崎179
☎0997-62-4111　FAX 0997-62-4110

⑨愛心園
〒894-0032　大島郡天城町瀬滝398番地
☎0997-85-5501　FAX 0997-85-5502

●作家略歴：祝迫　正豊（いわいざこ  まさとよ）

　1952年　南九州市生まれ　　　1986年　第70回二科展「特選」、鹿児島市「新人賞」
　1988年　第43回南日本美術展「パリ賞」翌年フランス留学、パリ市で個展、第35回県美展 県美展賞（最高賞）

　1992年　第77回二科展「二科賞」（最高賞）、他に会友賞、会員賞
　1993年　文化庁現代美術展選抜展（全国巡回）

　2000年　鹿児島県芸術文化奨励賞
　2021年　南日本美術展「委嘱作家賞」
　2023年　第107回二科展「東京都知事賞」
　現在、二科会会員、南日本美術展委嘱作家、鹿児島純心大学・鹿児島純心女子短期大学非常勤講師
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好きな色、いろいろ…。
祝迫正豊

　知人や絵画教室のメンバーから「好きな色は何色ですか」と聞かれると戸惑っ
てしまう。困った質問だ。たくさん好きな色があるからか、何色かなと自問し
てみる。
　20、30代はエメラルドグリーンや明るい赤色に元気をもらい、好んで使って
いた。ちなみに好きな色とはちょっと違っても、キャンバスに絵を描くときは
その都度、画面と相談する。瞬時に絵の具を手に取ってパレットに４、５色を
並べる。その日、制作時間に合わせチューブから出す量が決まる。適量と思ってつまみ出すが、残っ
て無駄が多い。ただ、油絵の具は２、３日で乾かないので助かる。次の日に継続して描くことになる。
抹茶の色は気持ちが和む。無難で好きな色だ。かつてお茶席に誘われたとき、頂いたお菓子は優し
いペールトーンの色で抹茶とマッチして上品な雰囲気が漂った。その後、パリ留学を控えた日、知
り合いから巾着に抹茶を立てる簡易なセットと抹茶、お茶席に出た菓子をプレゼントされた。さっそ
く留学先のホームパーティーで抹茶とお菓子を披露し、場持ちの席ができた。
　今年、鹿児島は例年になく寒く、何度となく桜島に雪が積もり感動した。背景の空の色、ブルー
グレーの山肌に雪の白い色が美しい。前々から油絵キャンバスに冠雪の桜島を描きたいと思ってい
た。すぐに解けてしまうので急いで鹿児島市のドルフィンポート近くまで行った。ブルーグレーと積
もった雪の白が何とも言えない色調になっていた。たまらないくらい身震いしながらスケッチした。
　近年の絵、美術展の大作はグレー調の色が主になっている。ざっくりとモノクロの色調、水墨画
の色調になっているかもしれない。ただ、一休みしている明るい赤や緑、紫色は好きな色に変わり
ない。これからも使う機会はあると思う。見たことのない色、好きになる色調は探せばまだまだある。
その方が楽しみだ。
　今回の表紙、油絵「冠雪桜島」はやや小品の絵になった。もう少し大きい絵にしたいと思ってい
たが今後の課題、楽しみとしたい。

表紙絵　「冠雪桜島」
２０２５年作　F４号　油彩画
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奄美市

奄美市

南さつま市

南九州市

伊仙町

天
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町
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島
町

⑨サザンケアセンター
〒898-0011　枕崎市緑町236
☎0993-72-8855　FAX 0993-72-9233

⑩指宿温泉ケアサポート
〒891-0311　指宿市西方1050番地
☎0993-25-3653　FAX 0993-25-5393

サザン・リージョン病院
サザン訪問看護ステーション
南方園（介護老人福祉施設）

医療法人聖仁会

熊毛・大島地区

菊野病院
寿光苑在宅介護支援センター

②かわなべ寿光苑
〒897-0221　南九州市川辺町田部田4848-4
☎0993-56-4311　FAX 0993-56-4331

小原病院
立神リハビリテーション温泉病院
ピースフル立神（介護老人福祉施設）

③エスポワール立神
〒898-0048　枕崎市火之神町630
☎0993-73-2266　FAX 0993-73-2265

指宿竹元病院
指宿みどり館（認知症高齢者グループホーム）
老人性認知症センター

④指宿やすらぎ園
〒891-0304　指宿市東方7531
☎0993-24-5593　FAX 0993-24-5912

アルテンハイムリハビリテーションクリニック本町
加世田アルテンハイム
グループホーム なでしこ

⑤ラポール吉井
〒897-0001　南さつま市加世田村原1丁目10-10
☎0993-53-8888　FAX 0993-53-8788

ちらんクリニック

⑥シルバーライフちらん
〒891-0911　南九州市知覧町塩屋16016
☎0993-85-4095　FAX 0993-85-4096

大迫医院
フレンドリーハウス のぎく（グループホーム）
特別養護老人ホーム 石垣の里

⑦さつま野菊園
〒897-1302　南さつま市笠沙町赤生木11372-397
☎0993-63-1000　FAX 0993-63-1950

指宿浩然会病院
指宿訪問看護ステーション
居宅介護支援事業所

⑧ヴァンベールみどりの風
〒891-0514　指宿市山川大山2056-4
☎0993-35-3355　FAX 0993-35-3522

社会医療法人義順顕彰会 種子島医療センター
わらび苑居宅介護支援事業所

①わらび苑
〒891-3101　西之表市西之表2981-1
☎0997-22-2600　FAX 0997-22-2601

福山医院

②沖永良部寿恵苑
〒891-9112　大島郡和泊町和泊95-1
☎0997-92-3691　FAX 0997-92-3650

虹の丘訪問介護事業所
虹の丘居宅介護支援事業所
在宅介護支援センター虹の丘

③虹の丘
〒894-0046　奄美市名瀬小宿字苗代田3416-1
☎0997-54-8888　FAX 0997-54-8800

龍美クリニック

④風花苑
〒891-9306　大島郡与論町麦屋字風花1305-5
☎0997-97-5011　FAX 0997-97-5012

奄美中央病院
南大島診療所

⑤せとうち
〒894-0036　大島郡瀬戸内町大字阿木名1975
☎0997-73-1155　FAX 0997-72-4913

朝沼クリニック（診療所）
居宅介護支援事業所たちがみ
在宅介護支援センターたちがみ

⑥アマンデー
〒894-0504　奄美市笠利町節田字大湊1451-1
☎0997-63-1555　FAX 0997-63-0099

医療法人南溟会　宮上病院
社会福祉法人奄美同仁会  特別養護老人ホーム  南風園

⑦サザンコート
〒891-7101　大島郡徳之島町亀津7268
☎0997-83-0061　FAX 0997-83-0093

秋名の郷通所リハビリテーション
秋名の郷訪問介護事業所

⑧秋名の郷
〒894-0332　大島郡龍郷町幾里字浜崎179
☎0997-62-4111　FAX 0997-62-4110

⑨愛心園
〒894-0032　大島郡天城町瀬滝398番地
☎0997-85-5501　FAX 0997-85-5502

●作家略歴：祝迫　正豊（いわいざこ  まさとよ）

　1952年　南九州市生まれ　　　1986年　第70回二科展「特選」、鹿児島市「新人賞」
　1988年　第43回南日本美術展「パリ賞」翌年フランス留学、パリ市で個展、第35回県美展 県美展賞（最高賞）

　1992年　第77回二科展「二科賞」（最高賞）、他に会友賞、会員賞
　1993年　文化庁現代美術展選抜展（全国巡回）

　2000年　鹿児島県芸術文化奨励賞
　2021年　南日本美術展「委嘱作家賞」
　2023年　第107回二科展「東京都知事賞」
　現在、二科会会員、南日本美術展委嘱作家、鹿児島純心大学・鹿児島純心女子短期大学非常勤講師
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好きな色、いろいろ…。
祝迫正豊

　知人や絵画教室のメンバーから「好きな色は何色ですか」と聞かれると戸惑っ
てしまう。困った質問だ。たくさん好きな色があるからか、何色かなと自問し
てみる。
　20、30代はエメラルドグリーンや明るい赤色に元気をもらい、好んで使って
いた。ちなみに好きな色とはちょっと違っても、キャンバスに絵を描くときは
その都度、画面と相談する。瞬時に絵の具を手に取ってパレットに４、５色を
並べる。その日、制作時間に合わせチューブから出す量が決まる。適量と思ってつまみ出すが、残っ
て無駄が多い。ただ、油絵の具は２、３日で乾かないので助かる。次の日に継続して描くことになる。
抹茶の色は気持ちが和む。無難で好きな色だ。かつてお茶席に誘われたとき、頂いたお菓子は優し
いペールトーンの色で抹茶とマッチして上品な雰囲気が漂った。その後、パリ留学を控えた日、知
り合いから巾着に抹茶を立てる簡易なセットと抹茶、お茶席に出た菓子をプレゼントされた。さっそ
く留学先のホームパーティーで抹茶とお菓子を披露し、場持ちの席ができた。
　今年、鹿児島は例年になく寒く、何度となく桜島に雪が積もり感動した。背景の空の色、ブルー
グレーの山肌に雪の白い色が美しい。前々から油絵キャンバスに冠雪の桜島を描きたいと思ってい
た。すぐに解けてしまうので急いで鹿児島市のドルフィンポート近くまで行った。ブルーグレーと積
もった雪の白が何とも言えない色調になっていた。たまらないくらい身震いしながらスケッチした。
　近年の絵、美術展の大作はグレー調の色が主になっている。ざっくりとモノクロの色調、水墨画
の色調になっているかもしれない。ただ、一休みしている明るい赤や緑、紫色は好きな色に変わり
ない。これからも使う機会はあると思う。見たことのない色、好きになる色調は探せばまだまだある。
その方が楽しみだ。
　今回の表紙、油絵「冠雪桜島」はやや小品の絵になった。もう少し大きい絵にしたいと思ってい
たが今後の課題、楽しみとしたい。

表紙絵　「冠雪桜島」
２０２５年作　F４号　油彩画
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公益社団法人 鹿児島県老人保健施設協会

「 冠 雪 桜 島 」　 祝迫 正豊 ※相談窓口となるお住まいの市町村及び地域包括支援センターについては、県ホームページにも掲載しています。

高齢者虐待の防止・早期発見のために
地域で支え合いましょう。

高齢者虐待防止　鹿児島

『虐待かもしれない…？』と思ったら！

迷わずご相談ください。
※市町村や地域包括支援センターの職員には、守秘義務が課されています。

地域や介護事業所の方

お住まいの または に市役所・
町村役場

地域包括
支援センター

虐待が起きる要因は
様々です。
介護する側・される側

双方の不安や悩みを理解する
ことが大切です。

ご近所に気になる
高齢者や介護をして
いる家族がいたら、ち

ょっとした声かけをお願いしま
す。

困りごとを抱えてい
る高齢者や家族が
いたら、地域包括支

援センター等への相談を勧めま
しょう。

理 解 見守り 相 談

認知症に関する相談
［公益社団法人認知症の人と家族の会鹿児島県支部］
（相談日／月～金10:00～16:00）※祝日、年末年始は除きます。

TEL.099-257-3887　　TEL.099-251-4010（若年性認知症相談窓口）


